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○議長（河野徳久君）  おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

 日程第１、一般質問を行います。一般質問通告表

の順序により、13番、北﨑安行君の発言を許します。

 13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  おはようございます。周防

会の北﨑安行であります。まず、コロナ感染症で亡

くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、ご

親族の方々にお悔やみを申し上げたいと思います。 

 今回は、４項目、８点についてお尋ねをしたいと

思っております。 

 まず１番が、市長の政治姿勢についてであります

が、市長就任以来４年目を迎え今日まで、このまち
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に確かな未来を創るために、かじ取りを懸命に推し

進めてこられた市長に対し、まずもって評価をし、

質問を行いたいと思います。 

 市政運営についてでありますが、現在、市民の一

番の関心は新型コロナウイルスによる市民生活や健

康、地域経済への影響であります。国を挙げてさら

なる対策が求められますが、市民生活を守り、地域

経済の活性化に引き続き取り組まなければならない

と考えます。長引く影響、市長として今後どのよう

に対処していくお考えなのかをお聞きします。 

 また、健全財政を維持していく上で、財政的にこ

の３年間でどのように変化したと考えられておりま

すか。市長就任後、見直しや削減した主な事業とし

て、健康増進施設を併せ持つ地域交流センターの計

画見直しや、草地のごみ清掃工場施設修理費の見直

し、ケーブルテレビ告知端末等機器更新業務委託費

の見直しなど、いろいろと努力されております。 

 また、選択と集中により新たな事業として、移住

対策、子育て支援関係、敬老祝い金など、かなりの

新規事業に取り組まれたことを踏まえて、まず３年

間の財政総括としてお聞きをいたします。 

 今後の行政運営についてお尋ねします。 

 このまちの将来を見据え、人口増施策や子育て支

援の充実、新たな観光振興など、取り組み実績を踏

まえ、その行政手腕と実行力を生かし、引き続き誇

りに思える豊後高田市の実現に取り組んでいただき

たいと思います。これまでの総括として、人口増対

策を重点に進めてこられたと思われますが、今後も

どのように進められていくのか、お考えをお聞かせ

ください。 

 また、来年４月には改選期を迎えますが、現時点

でのお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 １項目めの１回目の質問は以上です。 

○議長（河野徳久君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  私の政治姿勢についての

質問にお答えします。 

 まず、新型コロナウイルスに対する対応について

でございます。 

 世界的に未曽有の大災害になりましたが、新型コ

ロナウイルスにつきましては、私は当初から抜本的

かつ徹底した対策が必要であると認識し、市民の皆

さんに対して、風邪などの症状が出た場合や感染の

不安がある場合は自宅待機をお願いし、待機してい

ただいた方には買い物支援の徹底を果たしてまいり

ました。 

 同時に、３密を避けるためのイベント等の中止、

小中学校の休校、観光施設や温泉の臨時休業など、

早期に対応をしてまいりました。これらの取り組み

と市民の皆様の自粛の取り組みが功を奏し、市内で

は１名の感染者が発生しましたが、それ以上の蔓延

を食い止めることができました。 

 国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策が徹

底された後、臨時会においては、１人10万円の特別

定額給付金など国の事業に加え、全世帯に10枚のマ

スク配布や小規模事業者への店舗等家賃補助、1,00

0万円の融資に対する利子補給、総額１億2,000万円

の地域内お買物券など、市独自の新型コロナウイル

ス対策と経済対策を打ち出してきたところでありま

す。 

 政府が打ち出した10万円の特別定額給付金につき

ましては、既に約98％の給付を終え、家賃補助等も

多数の申請を迅速に対応するなど、県下でもトップ

クラスの早い取り組みができているものと自負いた

しております。 

 国の緊急事態宣言解除後の本議会におきましても、

市独自で１人１万円の定額支援金や、大学生等を抱

える保護者に１人につき５万円の支援など、他市で

例のない事業を率先して提案させていただきました。 

 今回、新型コロナウイルス対策については、直接

住民と接している市町村がいち早く適切な対応を図

れるかが、結果的に被害を抑えることにつながりま

す。私は、全国的な情勢を捉え、国・県の施策をよ

く見極め、市長として市民のために何をなすべきか

考え、即実践してきたつもりであります。 

 今後、第２波、第３波の対策や経済復興について

も、先を見据え、その時に応じた適切な取り組みを

進めてまいりたいと考えております。 

 次に、財政運営についてでございます。 

 充実した市政運営のためには財源は重要でありま

す。財源確保のため就任直後より事業経費の見直し

を行い、節減に取り組み、その効果額は４年間で約1

8億6,000万円となる見込みであります。 

 まず、旧庁舎跡地に予定していた健康増進施設を

併用した地域交流センターの建設計画を見直し、運

動公園として整備したことにより約４億9,000万円の

節減を行いました。 

 また、額が大きいものでは、草地のごみ清掃工場

の維持管理費４年間分約２億4,000万円、ケーブル

ネットワーク告知端末の更新費用約２億4,000万円、

広域ごみ処理施設建設計画の見直しによる負担金約
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４億7,000万円、そのほかにも、終末処理場運転管理

や火葬場指定管理の委託料の見直し、新電力導入に

よる庁舎等の電気料の節減、そして、私自身の給料・

退職金等の減額を行ってまいりました。 

 また、移住・定住施策、子育て支援施策など重要

施策のほか、高齢者対策として敬老祝い金の拡充や

市民乗合タクシーの充実などに係る財源については、

国や県の補助事業等を最大限に活用し、一般財源の

持ち出しとなるものは、交付税措置の大きな過疎債

を充てております。 

 高校までの医療費の無料化、中学校までの給食費

の無料化、中学校までの保育料・授業料の無料化と

いった子育て支援事業については、全額ふるさと納

税で活用することになっております。将来を見据え

た財政運営を行ってまいりました。さらに、市債の

繰上償還により約１億4,000万円もの利息を軽減する

こともできました。 

 それ以外には、火葬場使用料の無料化や合併以来

改定のなかった自治委員や消防団員の報酬改善にも

取り組み、市民の安全・安心を守るため施策に取り

組んでまいりました。私としては、事業の見直しや

経費節減により適正な財政運営を行い、新たな市民

のための事業に取り組むことができたと思っており

ます。 

 次に、今後の市政運営についてでございます。 

 私は、市長就任以来、人口増施策と新たな観光振

興の２つの柱を掲げ、市の発展のため全身全霊で市

政運営に取り組んでまいりました。特に人口増対策

は、このまま人口が減少し続ければ自治体の消滅に

もつながりかねないという強い危機感の下、最重要

施策に位置づけ、移住・定住、子育て支援に力を注

いできたところでございます。 

 その結果として、人口動態は過疎地のこの小さな

自治体であるにもかかわらず、６年連続社会増となっ

ておりますし、将来における人口ビジョンの減少傾

向は、平成25年時点の推計値を比較して減少幅が改

善されております。 

 また、本市の子育て施策については、広瀬知事よ

り豊後高田市のリーダーシップで県内の子育て支援

を牽引していってもらいたという言葉をいただきま

した。これは本市の取り組みに対する称賛と今後へ

の激励と思っております。 

 同じく高齢者の支援につきましては、敬老祝い金

を新たに88歳の方に１万5,000円、それと95歳の方に

２万円、そして100歳の方を５万円に増額させていた

だきました。 

 また、市民の足である市民乗合タクシー事業では、

従来、入り込まなかった小さな集落にまで入り込め

るよう、高齢者や障がい者に優しい市民乗合タクシー

の改善にも取り組んでまいりました。 

 また、観光振興では、昭和の町や六郷満山など、

既存観光施設の資源の魅力向上のための環境整備の

取り組みとあわせ、新たに長崎鼻など周辺地域への

観光客の誘客を図ってきたところでございます。 

 私は、市政のかじ取りをさせていただき４年目を

迎えております。この間、議員及び市民の皆様のご

支援をいただき、ほぼ全ての公約に取り組むことが

できたと思っております。これまでも幾度も述べて

まいりましたが、地域の活力は人であるという思い

で、豊後高田市を残していくためにも、しっかりと

人口増対策に取り組んでまいります。 

 そのためにも、本市で子どもを産みたい、育てた

いと思っていただけるような施策を実施していかな

ければならないと思います。また、高齢者福祉につ

きましても、皆様の声を聞きながら、安心して暮ら

せるまちづくり施策にも取り組んでまいります。 

 さらに観光振興では、新型コロナウイルス対策で、

激減している観光の再興を目指し、さらなる誘客を

促進し、豊後高田市全体を魅力ある観光地とするた

め、独自の観光施策に取り組んでいかなければなら

ないと思っております。 

 産業振興面では、後継者の確保である魅力ある商

工業、農林水産業施策にも力を注ぐ必要があると考

えております。また一方で、今回の新型コロナウイ

ルス対策のみならず、南海トラフ地震等将来起こり

得る大災害についても、市民の安全のために必要な

インフラ整備や非常時を見据えて動ける体制づくり

にも取り組む必要があると考えております。本市に

は、こういった様々な課題がまだまだ山積しており

ます。私自身もこれらに率先して対応してまいりた

いという強い思いを抱いております。 

 そうしたことから、市民の皆様のご理解とご支援

が頂けるのであれば、引き続き豊後高田市のかじ取

り役をさせていただきたいと思います。初心を忘れ

ず、改革と創造の市政を前進させ、安心して暮らせ

るまち、にぎわうまち、子どもたちの笑い声が聞こ

えるまちに向けて、責任を持って誠心誠意、全力を

傾注してまいる決意でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 
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○13番（北﨑安行君）  再質問ではありませんけど

も、市長、やっぱりコロナ対策というのは未曽有の

災害みたいなもので、今、世間では第２波、第３波

と騒がれておりますし、感染者も地域によっては増

えておる傾向があります。先の見えない戦いですが、

臨機応変にぜひとも迅速に、やっぱりこれは早く手

を打つことがより成果が出るというふうに思います

ので、できるだけ早くそういう波が押し寄せてきた

時には対応をお願いしたいと思います。 

 また、市長の熱き思いをお聞きして、ぜひとも頑

張っていただきたいというふう思います。 

 次の質問に入らせていただきます。 

 第２が、コロナウイルスに関連した対応について

であります。 

 新型コロナウイルス感染症の支援策について、さ

きの臨時議会後の６月の市報等で、市の独自支援策

や国・県・市の助成金・給付金などの対象者がわか

りやすく周知されている。しかし、農業者の方々の

声として、ＪＡや商工会、商工会議所などの団体に

属さない個人事業者が、国の持続化給付金等を申請

したいが、オンライン申請のみであるため、申請が

できていないという話をよく聞きます。オンライン

申請などに不慣れな方も多いと思われますが、そう

いった方々への入力サポートなどの支援窓口につい

て周知はなされているか、お尋ねをします。 

 コロナ関係の２点目であります。学校教育につい

てお尋ねをいたします。 

 新型コロナウイルスの感染拡大防止対策により、

３月より唐突に休校措置が取られ、現在やっと通常

に戻れたが、今後、教育現場として児童生徒の学力

等の遅れをどのように補っていくのか、お尋ねしま

す。 

 それから３点目、ふるさと納税であります。 

 新型コロナウイルスにより、ふるさと納税寄附額

への影響はどのような状態になっているのか。また、

影響が予測される場合、今後どのような対応を考え

ているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（河野徳久君）  農業ブランド推進課長、黒

木雄二君。 

○農業ブランド推進課長（黒木雄二君）  持続化給

付金についてのご質問にお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症に伴う国・県・市の助

成金・給付金などの各種支援策につきましては、議

員ご案内のとおり、市報やホームページなどにおい

て現在周知を行っており、その中で、国の支援策の

一つである持続化給付金につきましても掲載してい

るところでございます。 

 この持続化給付金につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の拡大により収入が大幅に減少した法

人及び個人事業者に対し支給される制度でございま

す。申請につきましては、インターネットによる電

子申請となっていることから、インターネットの環

境がない方や操作が困難な方を支援するため、５月2

8日から国が申請支援窓口としてサポート会場を、豊

後高田商工会議所２階に設置しており、市報、ホー

ムページ、ケーブルテレビなどでお知らせをしてい

るところでございます。 

 個人事業者である農家の皆様には個別にお知らせ

をしておりませんが、電話や市窓口などでお問い合

わせがあった場合には、豊後高田商工会議所のサポー

ト会場を案内するとともに、給付金申請に係る必要

書類などのご説明をさせていただいているところで

ございます。 

 なお、具体的な申請手続につきましては、組織へ

未加入の方は豊後高田商工会議所のサポート会場に、

農家組合員の方は農協に相談が可能となっておりま

す。また、専門知識を有する行政書士などの活用も

考えられます。 

 今後につきましても、国からの情報を踏まえまし

て、必要に応じ、さきに述べました内容を市報、ホー

ムページなどでお知らせをしていくとともに、影響

が大きいと思われます畜産、花卉関係の事業者には

各種部会などを通じて直接チラシ等で周知を行って

いきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、新型コ

ロナウイルスに関連した対応の中の学校教育につい

てのご質問にお答えいたします。 

 まず、今回の感染症対策に伴う学校臨時休業の日

数につきましては、３月までの昨年度分が18日間、

今年度４月からは13日間ありました。小中学校の授

業は年間35週以上、小学１年生は34週以上実施する

ことが定められており、日数にしますと175日以上で

あります。 

 昨年度は臨時休業に入るまでにすでに184日登校し

ていましたので、授業日数としての不足はございま

せんでした。しかし、学校では１年間を見通して計

画的に授業を行うため、教科によっては多少不足が

生じました。そこで、４月から、中学校で水曜日の
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授業を１時間増やすこと、夏休みを短縮し13日間の

授業日を確保することで学習を保障していきます。 

 また、各学校では、臨時休業中に前の学年の内容

の定着を図る課題に取り組ませ、学校再開後は一人

一人の学力の状況を把握し、指導の工夫をするとと

もに、必要に応じて個別指導を実施しております。

午前、午後の分散登校を実施した高田小学校、桂陽

小学校、高田中学校には、５月25日から学習指導員

を配置し、指導の充実を図っております。 

 また、夏休みには補充学習や中学３年生対象の学

びの21世紀塾特別講座を実施し、子どもたちの学習

の遅れに対する不安を取り除くとともに、学力の定

着を図っていきます。 

 さらに、今後第２波が到来する可能性もあるため、

ＩＣＴを活用したオンライン学習等についても準備

を進め、子どもたちの学びを保障していけるように

努めてまいります。 

 また、学校教育が担っています子どもたちの成長

発達のため、修学旅行や体育大会、運動会などの学

校行事につきましては、３密の回避や手洗い、消毒

などを徹底した上で、可能な限り実施をしていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  企画情報課長、丸山野幸政

君。 

○企画情報課長（丸山野幸政君）  それでは、私か

らはふるさと納税に関するご質問にお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 ふるさと納税は、本市の子育て支援の貴重な財源

として活用させていただいておりまして、市の最重

点施策の一つとして取り組みを進めております。 

 昨年度の令和元年度の実績につきましては、市長

が提案理由説明で申し上げましたとおり、過去最高

の約４億6,000万円の寄附をいただきました。この場

をお借りしまして、関係者の皆様に感謝申し上げる

次第でございます。 

 今年度の寄附の状況でございますが、提出させて

いただいております資料の８ページに記載しており

ますが、資料のとおり、５月末時点で約4,490万円の

ご寄附を頂いております。これは、前の年の同じ時

期と比べまして約380万円の増となっておりますので、

今のところは、新型コロナウイルスによる大きな影

響は受けておりません。 

 今後についてでございますが、本市ではふるさと

納税の取り組みを毎年毎年工夫、改善してきました。

今年度は確かに先行きは不透明な状況でございます

ので、全て先手先手ということで、現在取り組みの

強化を図っております。 

 具体的な取り組みでございますが、今年は約半年

前倒ししまして、ゴールデンウイーク明けから動き

ましたが、インターネット広告の準備に入りまして、

６月１日から既に広告を展開中でございます。年末

まで強力に進めて本市の露出を高めていきたいとい

うふうに考えております。 

 また、本市では、子育て支援を前面に打ち出して

以降、ふるさと納税による寄附件数は、平成30年度

は約１万5,000件、そして、昨年度は約３万2,000件

ということで、件数も大きく伸ばしておりまして、

新しいファンの方々も増やすことができました。 

 こうした方々に２回目、３回目の寄附をお願いす

る取り組みも大事です。そのため、メールマガジン

の配信も始めました。また、昨年寄附していただい

た方へ暑中お見舞いなどの送付にも取り組むことと

しております。 

 さらに、年度当初の４月からになりますが、寄附

をいただいた方へお送りする新しいミニパンフレッ

トも作成しまして、豊後高田市は子育て支援にしっ

かりと活用させていただくことと、魅力的な返礼品

がまだまだありますよという内容のミニパンフを全

ての方に送付している状況でございます。 

 ４月以降、本市へ寄附していただいた方のうち、

既に２回目以降の寄附を頂いた方は、現時点では全

体の約３割と、大きく伸びている状況でございます。 

 今後、ふるさと納税の額が一番大きくなる秋以降

につきましては、受付サイトの拡充やふるさと納税

の使い道、子育て支援をＰＲする新たな動画を作成

しまして、ユーチューブそれから各種ＳＮＳ媒体で

展開できるように、検討、準備を進めている状況と

なっております。 

 未曽有の経済状況と言われる中、国そして全国の

都道府県・市町村を挙げて経済再生の取り組みが現

在強力に進められております。そうした中で、これ

まで本市では、制度の趣旨に沿って国のルールを守

りながら、全国トップレベルの子育て支援に活用さ

せていただくという寄附金の使い道をしっかりとＰ

Ｒすることを基本として、取り組みを進めてまいり

ました。返礼品の数も４月１日現在は約400品という

ことで、昨年に比べて50品増えております。中には、

移住してきた方がご自身の高いスキルを生かした返

礼品を出していただくなど、これまで進めてまいり
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ました人口増施策との相乗効果も出て、市内での取

り組みの輪も広がっております。 

 今後につきましても、これまでの基本を守りそし

てぶれずに、一人でも多くの方々に応援いただける

ようにＰＲに努めてまいりたいと考えております。 

 なお、今年度からは、昭和の町づくりに応援いた

だく企業版ふるさと納税にも新たにチャレンジして

おりますので、この企業版も含めてしっかりと取り

組みを進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  コロナの関係ですけども、

農業ブランド推進課長・市長、国は次から次に新し

い事業を打って出てくる。今度お聞きになっている

と思いますけども、高収益作物で10アール当たり５

万5,000円とか、確定はしておりませんけど、申請が

７月20日とかいう話ですけども、やっぱり商工会議

所の２階でというのも、それは確かにいいと思いま

すが、農業者なり、事業者で、やっぱり商工会議所

に１回も行ったことがない人がこの時だけ行くちゅ

うのは、私は行きづらいんじゃないかというふうに

理解をしますので、お願いですけども、農業ブラン

ド推進課でそういう事業関係の担当者を決めていた

だいて、国と県との折衝なり、そこら辺は事業がど

んどん変わって出てくるわけです。だから、それに

農家がついていけちいうてもなかなか難しい問題が

あるんで、そこら辺はぜひ対応するように検討して

いただきたいということで、再質問をします。 

 それから、学校教育ですが、今るるご説明があっ

て、授業日数の不足分は取り返せるだろうというふ

うに想像はつきますが、やはり先程答弁でありまし

たその各種行事ですね、これの重要性というのはか

なり私はあるんじゃないかと思うし、特に部活あた

りは…… 

○議長（河野徳久君）  済みません、北﨑議員、２

回目からは１項目ごとですので。 

○13番（北﨑安行君）  ああ、そうですか。済みま

せん。 

○議長（河野徳久君）  農業ブランド推進課長、黒

木雄二君。 

○農業ブランド推進課長（黒木雄二君）  再質問に

お答えします。 

 商工会議所等へ行きづらい方は、先程も申しまし

たように、農業ブランド推進課のほうに農家の方が

相談なりに見えられた時には、事業の内容や必要書

類の説明をさせていただいておりますので、各係・

担当がそれぞれの品目に応じまして現在でも対応を

しているところでございます。 

 それから、先程ちょっとありました次期作の支援

につきましては、ただいま農協と調整をしながら、

全農業者の窓口を農協で対応する方法の中で調整を

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  学校教育についてですが、

先程ちょっと言いかけたんですが、部活あたりが４

月に入学してほとんど慣れていないでというところ

もあると思うんです。で、昨日なんかテニス部は、

真玉中学校の話ですけども、国道を通っていたら、

テニス部は活動していたようですけども、その部活

動の対応についてはどのように考えておるのか、再

質問いたします。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、部活動

についての再質問にお答えをいたします。 

 部活動につきましては、５月25日から１時間程度

ということで再開をし、６月１日からは通常の活動

をしております。ただ、長期にわたっての休業であ

りましたので、子どもたちの健康面、体力の状況を

見極めて、徐々に進めていくようにしております。 

 それから、各種大会等の中で子どもたちが充分に

培っていく力を発揮できるような場を検討したいと

いうことで、今、取り組みを進めているところでご

ざいます。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  再質問、学校関係ですけど

も、お願いですけども、やっぱり今は熱中症も叫ば

れて、コロナも救急車で搬送すると熱中症かコロナ

かよくわからんというような状況が発生しておるよ

うですので、学校運営はそこら辺を充分気をつけて、

子どもたちに事故のないように接していただきたい

と思います。 

 次の質問に移ります。３項目めであります。 

 干拓地の整備についてでありますが、呉崎北沖の

市道について、路面の陥没箇所が見られるため、安

全対策として早急に補修整備を行うことはできない

か、お尋ねをいたします。 

 また、３工区の堤防の雑木処理はできないか。こ

れは県の関係だと思うんですが、もう干拓地ができ
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て50年がたとうとしている。それで、そこに雑木が

大きいのが立って、これは国営事業エリア外という

ふうに聞いております。旧堤防の分は。エリア内で

あれば国営事業の中で行えると思うんですが、エリ

ア外ということで聞いておりますので、その辺をお

尋ねいたします。 

○議長（河野徳久君）  建設課長、永松史年君。 

○建設課長（永松史年君）  干拓地の整備のご質問

のうち、市道整備についてお答えします。 

 議員ご質問の呉崎北沖、旧堤防の市道につきまし

ては、２車線の幹線道路として地域活動の重要な路

線となっておりますが、経年劣化による老朽化や大

型車両の増加などにより、近年舗装の損傷や一部沈

下による凸凹等が発生している状況にあります。 

 道路管理者として、穴ぼこ等の損傷があればその

都度、道路の維持補修等の管理を行ってきたところ

でありますが、全体的な舗装整備の事業着手には至っ

ておりませんでした。今回、議員よりご指摘のあり

ました市道につきましては、早期の対策が必要と思

われますので、特に損傷の激しい箇所約400メートル

の全面補修を先行して実施していくとともに、あわ

せて、路肩のり面部の雑草防止の対策も行っていき

たいと考えています。 

 事業の全体計画としましては、やすらぎの里付近

より汐切橋を通り、突き当りの三差路までの市道呉

崎Ｂ１─１号線、Ｂ１─２号線、Ｂ１─３号線の延

長約２キロメートルを行う計画であり、施工期間は

おおむね５ヶ年を予定しております。 

 なお、実施時期につきましては、本年度事業にお

いて過疎債を財源に実施していきたいと考えており、

配分の決定を受け次第、早期に工事発注を行えるよ

う計画してまいります。本路線は延長が長いため数

カ年かけての施工となりますが、早期完成が図られ

るよう計画的に実施してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  耕地林業課長、早田博昭君。 

○耕地林業課長（早田博昭君）  私のほうから、３

工区堤防の雑木処理についてお答えいたします。 

 議員ご指摘の海岸堤防につきましては大分県の管

理となっております。県の維持管理費により遊水池

のしゅんせつや堤防の陥没補修、路面の補修等を行っ

てきたところでございます。しかし、雑木の伐採・

撤去についてはなかなか対応ができていないのが実

情であります。 

 市といたしましては、これまで海岸施設の維持管

理費の増額と排水機場や排水樋門の改修等を要望し

てまいりましたが、あわせて、１工区から３工区の

堤防の雑木の伐採・撤去を引き続き大分県に強く要

望してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  市道の補修の件ですけども、

再質問ではありませんが、豊後高田市にとっても農

業の基幹的地域・エリアでもあります。ほかの地域

がそうではないというわけでありませんけども、５

年という答弁、５年間の中で補修をしたいというこ

とですが、市長、できるだけ早くできるように市長

サイドで予算措置を講じて、過疎債を使うというこ

となどができたら、二、三年ぐらいでできるように

ご協力をお願いしたいと思います。 

 次の質問に移ります。４項目めであります。 

 外国人実習制度についてでありますが、本市では、

行政の支援により事業組合が設立され、産業分野の

現場に実習生を受け入れ、安心・安全な技術習得が

できる環境を整備している。そこで、２点について

質問をいたします。 

 現在、市内全体で実習生は国別に何人が研修され

ておるかということがまず１点目。 

 それから２点目ですが、帰国・入国。これはコロ

ナのために飛行機が飛んでいないということで、ビ

ザの延長が認められるようにはなっておるんですが、

もし市のほうとして分かれば、帰国・入国について

の延期の該当者が何人いるのか。農家で受け入れて

いるところは、入国予定が遅れて困っているとか。

逆に、今度帰る人が期限が来たけど帰らなくて、在

籍をそのまま延長しているとかいう話が出ています

ので、そこら辺が分かれば、お答えをお願いします。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、外国人

技能実習制度についてお答えいたします。 

 本市では、外国人技能実習生の皆さんが安全で安

心して研修、生活ができるように、市と商工会議所

と企業の３者が連携いたしまして、一昨年に豊後高

田インターナショナルコントリビューション事業組

合を設置し、この事業組合を通じて昨年の４月から

製造業、建設業、農業に従事する実習生37名を随時

受け入れてきたところでございます。 

 本市には、５月末現在、住民登録を行っている外

国人は645人で、そのうち561名が外国人技能実習生
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でありまして、約87％を占めており、県内でも非常

に技能実習生の多い地域となっております。 

 技能実習生の国籍別の数についてでございますが、

主な出身地を申し上げますと、ベトナム332人、中国

117人、フィリピン48人、インドネシア37人、ミャン

マー16人となっております。 

 次に、帰国・入国が延期となった技能実習生につ

いてでございますが、市が関わっております豊後高

田インターナショナルコントリビューション事業組

合に関わる分しか把握しておりませんが、事業組合

関係では帰国の延期はなく、入国では渡航の制限に

よる延期が２名、入管での在留許可申請の受理制限

によるものが２名という状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  市長、外国人の技能実習生

制度というのをご存じだと思うんですが、２年間延

長があったり、特定技能ということで５年間とか。

で、先程の答弁で、561名が市内におられる。 

 お尋ねをしたいのは、やっぱりこういうふうに未

曽有の災害の、きょうは発言しませんでしたが、台

風とか、大雨とか、全国各地で発生しておるわけで、

人数の少ない間はそうでもないんでしょうけど、も

うやがて私の推測では1,000人を超す時代がもうすぐ

到来しているだろうというふうに思っています。 

 そのためにも、行政としてやっぱり外国人の対応

窓口を急いでつくる必要はないとは思いますが、やっ

ぱり将来に向かっては担当窓口を設置して外国人、

言葉の壁、習慣の壁、災害に対する避難所等々いろ

いろあると思うんですが、そういう窓口をつくって、

やる計画があるのかどうかを再質問でお尋ねをしま

す。 

○議長（河野徳久君）  しばらく休憩いたします。 

午前10時51分 休憩 

午前10時52分 再開 

○議長（河野徳久君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、外国人

技能実習制度に係る再質問にお答えいたしたいと思

います。 

 議員ご指摘のように、ここ数年急激に、本市では

技能実習生、ベトナムを中心に実習生の方が増えて

おります。先程申し上げましたように、一昨年事業

協同組合を作りまして、それに伴いまして、事業組

合の関係者だけではなくて、広く技能実習生のサポー

トができるような体制づくりを行っております。 

 ベトナムの方、またミャンマーの方を地域おこし

協力隊として雇用しまして、今、よろず相談といい

ますか、そういったことも対応できるように、実習

生の関係ではありますが、商工観光課のほうで対応

しております。 

 昨年、先程もありました災害時とか、ちょっとし

た身の回りの生活、ごみ出しとかそういったことが

困らないように、ベトナム語での生活マニュアルと

いうのも作りまして、今、対応しているというとこ

ろであります。 

 それと、また別に、語学教室ということで、ベト

ナム語、ミャンマー語、中国語、そういった教室と、

また日本語教室も随時開催しているというような状

況でございます。現在では、限られた実習生を対象

にした状況ではございますが、今後それをベースに、

広く共生社会の実現ということも検討が必要かと思

われますが、また随時必要に応じて検討してまいり

たいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  13番、北﨑安行君。 

○13番（北﨑安行君）  再々質問になろうかと思う

んですけれども、質問ではないんですが、うちあた

りにも外国人おるわけですが、市長ね、今、現実は

どうなのかというと、結局市が立ち上げた受入組合

と民間の受入組合とが混在しちょるわけですね。そ

このところで、結局市が管轄している受入組合だか

らどうだとか、市がしていないからとかいうことで

はなくて、災害になったらそういうことも、同じ市

内に居住する外国人ですから、平等というんか、扱っ

ていただかないといけないと。 

 国の言葉が違う、習慣が違うからですね、一つの

提案ですが、Ｗｉ─Ｆｉを使って、この子たちがど

うしているかというと、ほとんど毎日実家と、ふる

さととＷｉ─Ｆｉで話をするんですね。電話料が掛

からないからですね、それで30分、１時間話をして、

今度普通のことで電話すると一般電話を登録してい

ないんですね。だから、やっぱりそういう媒体を使っ

てすると、もう彼女たちも、まあ男の子もおるんで

すけど、情報というのはほとんどスマホでやり取り

をして、我々より早く情報を掴んでいる。「社長、1

0万円くれますよね」って言って、「その、国が決め

て市がやるから」って言ったけど、「もうどこどこ

の誰がもらっている」とかね。非常に情報が早いで
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す。 

 だから、今後は、そういう媒体を利用して拡散す

るというのも一つの方法ではないかということで、

これは答弁はいりませんけども、提案をしたいと思

います。 

 議長、以上です。終わります。 

○議長（河野徳久君）  一般質問を続けます。 

 ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  おはようございます。議席

番号７番、豊翔会の土谷信也でございます。通告書

に基づき一般質問を行います。 

 我が国での新型コロナウイルス感染の報道は、今

年２月２日に香港の感染者がクルーズ船で来日した

ことから増え続け、一時はテレビやラジオ、新聞等

ではコロナの報道しかないというような時期もあり

ましたが、５月25日に緊急事態宣言が全面解除され、

ようやく日常生活を取り戻しつつありますが、第２

波、３波の襲来の懸念が高まっているところであり

ます。ますます自身の慎重な行動が望まれるところ

であります。 

 大分では、幸いに４月21日を最後に感染者が出て

いないのが、県民として多少ほっとするところでは

あります。新型コロナウイルス感染によりお亡くな

りになられた方々のご冥福と、現在治療を受けられ

ておられる患者さんの１日も早いご回復をお祈り申

し上げますとともに、新型コロナウイルスと闘って

おられる医療従事者の皆様方に心より感謝を申し上

げます。 

 さて、本市では、新型コロナウイルス感染症の緊

急支援策として、県内他市に先駆けて、小規模事業

者への店舗等の家賃の補助や、中小事業者に対して

３年間の利子の補償、また市内全戸にマスクの配付

や、プレミアム付きお買い物券の発行等、いち早く

市独自の支援策を打ち出していただきました。佐々

木市長を先頭とした執行部の迅速な対応を高く評価

をし、感謝を申し上げます。 

 また、今６月議会においては、これでもかと思う

ほどの積極的な新型コロナウイルス感染対策関連予

算の議案を提案されております。私も一議員として、

１日でも早く議決をし、１日でも早く助成や支援事

業に取り組んでいただきたいと願っております。 

 それでは質問に入りますが、きょう質問される全

議員がコロナ関係の質問でありますので、私からは

教育関係だけに絞って質問をしたいと思います。 

 ２月27日に、内閣総理大臣より全国一斉の臨時休

業の要請が示され、学校が休校となった間、子ども

たち本人、そしてその保護者や家族がどれほどの心

配をされたことかと思われます。 

 しかし、それ以上に心配されたのが、ここにおら

れる河野教育長や衛藤学校教育課長を初め、小中学

校の先生方ではなかろうかと思われます。未経験の

事態ゆえに、計り知れないご苦労とご努力があった

ものとご拝察いたします。 

 本市での新型コロナウイルスにおける影響と対策

について、きょうまでどのように対処されてきたの

かお尋ねをします。 

 通告表にありますように、１点目に学力について。 

 ２点目に体力について。 

 そして、３点目に中学生のクラブ活動について。 

 最後４点目に、スポーツ少年団についてお聞きを

します。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、学校教

育等における新型コロナウイルスの影響と対策につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 まず、これまでの経緯についてご説明申し上げま

す。 

 本市では、２月27日の全国一斉の臨時休業要請後、

３月２日から３月26日まで小中学校を臨時休業に、

３月27日から４月７日までを春休みとしました。そ

の間、感染状況が少しだけ落ち着いた３月16日から1

9日までは、最大４人ずつの徹底した個別指導を実施

いたしました。 

 新年度になり、４月８日の始業式から学校を再開

いたしました。健康維持の観点から、学校給食は何

としても提供できるようにしたいと考え、午前中４

時間授業、給食後下校とし、入学式は規模縮小、時

間短縮で実施いたしました。 

 しかし、４月16日から５月10日まで再び臨時休業、

そして５月11日から分散登校で学校を再開しました。

児童数の多い高田小学校、桂陽小学校が、低学年が

午前中４時間授業をし、給食後下校、高学年は午後

から登校し、給食後４時間授業を行いました。高田

中学校は、１年生、２年生を２つのグループに分け、

午前、午後に分散させ、３年生については通常どお

りの登校といたしました。 

 ５月18日からは、小規模校については通常どおり

の登校、高田中学校は分散登校を継続、高田小、桂

陽小学校は５時間授業を実施いたしました。 

 ５月25日からは、全ての小中学校で通常どおりの
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授業とし、先程申し上げましたが、部活動、スポー

ツ少年団の活動を１時間程度始めました。 

 そして、６月１日から、感染リスクの低減に努め

ながら、部活動、スポーツ少年団の活動も通常どお

り実施をしております。 

 以上、これまでの経緯を時系列に沿って説明をさ

せていただきました。 

 それでは、１点目の小中学生の学力についてお答

えいたします。 

 先程も答弁申し上げましたけれども、臨時休業中

には、前の学年の内容の定着を図る課題に取り組ま

せ、学校再開後に学力の状況を把握し、指導の工夫

をするとともに、必要に応じて個別指導を行ってお

ります。午前、午後の分散登校を実施した学校には

５月25日から学習指導員を配置し、指導の充実を図っ

ております。 

 また、夏休み中に補充学習や、中学３年生対象の

学びの21世紀塾特別講座を実施し、子どもたちの学

習の遅れに対する不安を取り除くとともに、学力の

定着を図っていきます。 

 さらに、今後第２波が到来する可能性もあるため、

ＩＣＴを活用したオンライン学習等についても準備

を進め、子どもたちの学びを保障していけるように

努めてまいります。 

 次に、２点目の体力についてでございますが、不

要不急の外出、自粛要請の中での臨時休業でしたの

で、家庭で運動を行う児童生徒も多くいましたが、

体力の減少は否めません。そこで、現在、体育の授

業、部活動、スポーツ少年団の活動において徐々に

体力を回復させ、またさらに向上するように取り組

んでいるところでございます。 

 次に、３点目、４点目の中学生のクラブ活動及び

スポーツ少年団の活動についてでありますが、臨時

休業中は、家庭での自主練習やトレーニングを行う

よう、顧問から指導を行った部活動も多くありまし

たし、自主的にランニング等を行っていた生徒も多

くいました。 

 学校再開後、徐々に活動時間や活動内容を通常に

戻しております。部活動が再開した日には、子ども

たちがとても喜んで生き生きと練習に取り組む姿が

見られました。 

 しかし、現時点で、中体連の全国・九州大会、大

分県総合体育大会を初め、様々な大会が中止となっ

ております。そこで、特に中学３年生や小学６年生

の子どもたちが、今後目標を持ち、力を発揮できる

場を協議するとともに、中体連につきましては、市

の大会は予定どおり実施し、中止となった県の大会

は代替の大会を実施する計画であります。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  質問の４点について、１点

目から順次再質問をさせていただきます。 

 学力についての再質問でございますが、休業に伴

う学習の遅れについては、中学校の授業を１時間増

やすことや、夏季休業を大幅に短縮するなどの工夫

をして、授業日数の確保はされるようですが、夏休

みの期間、教室にクーラーは設置はされております

が、何せ暑い時期ですので、熱中症やストレスによ

る体調不良には十二分に気を配って取り組んでいた

だきますようにお願いをいたします。 

 また、授業日数を確保したからといって、短時間

で遅れを取り戻すことはなかなか容易ではなかろう

と思いますので、何か長期的な計画も必要ではない

だろうかと思いますが、お考えをお伺いします。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、学習の

遅れを取り戻すためには、長期的な計画も必要では

ないかという再質問にお答えいたします。 

 現在、学校では毎日授業が行われておりまして、

授業の進み具合としては、ほぼ遅れを取り戻してお

りますが、学習内容を定着させるための時間や、共

同的な学び合いという学校教育ならではの活動を行

う時間の確保が必要でありますので、議員ご指摘の

とおり、長期的な計画の中で学びの保障に取り組ん

でまいりたいと思っております。 

 文部科学省からも、新型コロナウイルス感染症対

策に伴う児童生徒の学びの保障総合パッケージとし

て、感染症拡大の状況にかかわらず子どもたちの学

びを最大限に保障する考え方の下、文部科学省とし

て効果的な学習保障のための学習指導の考え方を明

確にすることと、国全体の学習保障に必要な人的・

物的支援の実施、この２点が示されております。 

 この施策に基づき、本市では現在、学習指導員の

配置やＩＣＴ環境整備、学習指導の工夫を行ってお

ります。今後も、長期的な視点で、柔軟な対応がで

きるよう進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  ありがとうございました。 

 次に、体力についての再質問を行いたいと思いま
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す。 

 私は、以前から一般質問で学力と体力は正の比例

関係にあるということを再三言ってきました。学力

を底上げするのは体力であることは間違いありませ

ん。 

 部活動、スポーツ少年団における技術と体力の向

上はもちろんのことですが、各学校での体育授業以

外でも、独自の体力向上に取り組んでいただきたい

と思います。 

 前の北﨑議員の答弁にあったかと思いますが、運

動会については、多少体系は違うと思いますが、ど

のようにお考えでしょうか、お尋ねします。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、体力に

ついての再質問にお答えいたします。 

 まず、体育の授業等以外でも体力の向上というこ

とで、各学校で、歩いて登校するですとか、今、ｋ

１校１実践というような取り組みもございまして、

それぞれ体育の授業以外でも日常的に体力向上に努

める取り組みを行っております。 

 この点については、感染リスクについては充分に

気を付けながら、できるところから始めてまいりた

いと思っております。 

 運動会につきましても、３密の回避、それから感

染リスクについて充分な対策を行って、やれること

をしっかりとやっていくという考え方で計画等もし

ていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  ありがとうございます。 

 運動会については、この時期ですので、運動会が

なくなるんじゃないだろうかと子どもたちも大変心

配をしておりましたので、体系は多少変わると思い

ますけど、よろしくお願いをしたいと思います。 

 次に、部活動についての再質問でございますが、

これは答弁はいりませんけど、中体連の試合で全て

の試合が中止になりました。衛藤課長の答弁にあり

ましたように、ぜひとも代替えの大会等が開催され

ますように、強く要望していただきたいと思います。 

 最後に、スポーツ少年団の活動についての再質問

を行います。 

 スポーツ少年団の活動も、長く活動自粛になりま

した。もちろん大会も中止になりました。しかし、

この秋か来春には必ず再開をされます。中止期間中、

指導者は、様々な取り組みをされ、工夫を凝らし、

選手の管理をされてこられたことと思います。例え

ば、選手に課題と目標を与え、その結果をスマホで

送信をさせたり、記録表をチェックさせるなど、も

ちろん感染拡大防止が大原則ではありますが、それ

らの指導・管理が、大会を再開した時に勝負の明暗

が分かれることになろうと思います。 

 教育委員会として、指導者に対し、何か専門家の

意見等を交え、協議など何らかの対策を講じたのか

お尋ねをします。 

○議長（河野徳久君）  教育総務課長兼地域総務一

課長、植田克己君。 

○教育総務課長兼地域総務一課長（植田克己君）   

それでは、土谷議員の再質問にお答えします。 

 活動自粛期間中の対策についてでございますけれ

ども、今回の学校休校に伴い、全てが活動自粛であ

りましたので、見通しも立たず、具体的な指導者と

の協議を行ったりすることはできませんでした。 

 しかしながら、それぞれのスポーツ少年団では、

議員ご案内のように、自粛期間中、指導者は、家庭

でできる自主練習やトレーニングなど、子どもたち

に課題や目標を与えるなどいろんな工夫をしており

ました。しかし、長期間にわたる活動自粛となった

ことから、全体的に体力の減少は否めない状況となっ

ております。 

 そのため、５月25日よりスポーツ少年団活動を再

開いたしましたが、指導者には、３密の回避や人と

人との距離の確保など基本的な感染症対策を徹底し

た上で、運動不足となっている子どもたちも多いこ

とから、最初の１週間は１時間程度の練習から始め

るなど、徐々に活動時間や活動内容を通常に戻すよ

う工夫をお願いするため、個別に丁寧にご説明をし

たところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  体力やスキルが下がってい

ることは間違いないと思います。その回復に向けて、

再質問でいたしましたように、その専門の指導者の

講習会とか、そういう指導も必要でないかと思いま

すので、ぜひともそういう研修の機会を作っていた

だきたいと思います。 

 以上、終わります。ありがとうございました。 

○議長（河野徳久君）  一般質問を続けます。 

 ３番、中尾勉君の発言を許します。 

３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  皆さん、こんにちは。議席
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番号３番、新政会の中尾勉でございます。 

 質問に入る前に、新型コロナウイルス感染症は、

世界中に拡大をし、多くの尊い命が奪われました。

亡くなられた方々に心よりご冥福を申し上げます。 

 さて、４月16日に全国に緊急事態宣言が発出をさ

れ、突然の休校、分散登校、外出もままならない不

自由な生活をされている中、５月24日に緊急事態宣

言が解除されました。しかし、大都市や近隣県では、

感染者が今も確認をされているところでございます。 

 本市におきましても、新型コロナウイルス感染対

策として４月30日に臨時議会が開催をされ、医療施

設や小中学校、小規模事業者への緊急対策事業につ

いて議論がされました。 

 市民の方々による手作りマスクのご支援、また特

別給付金等の５月早々に給付できたことなど、執行

部の方々、そして市の職員、応援スタッフの皆様に

も心より感謝を申し上げます。１日も早い新型コロ

ナウイルス感染症の収束を願っているところでござ

います。 

 それでは、通告に基づきまして一般質問をさせて

いただきます。 

 １点目、市長の提案理由説明の中で報告もござい

ましたけれども、あえて、もう一度特別定額給付金

について、近々の状況についてお聞きをしたいとい

うふうに思います。 

 令和２年４月20日に新型コロナウイルス感染症緊

急対策が閣議決定をされ、感染予防対策に留意しつ

つ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を

行うため、特別定額給付金事業が実施されることと

なりました。給付対象１人についても、大きいんで

すけど10万円ということで、１人10万円を一律にお

配りをするというふうなところであります。 

 そこで、質問でございます。現時点、直近の部分

で、受付件数、給付の状況について。 

 ２点目、高齢者や介護施設に入所をされている方々

の対応について。 

 担当課の受付、確認、送付の体制について。 

 ４点目、非常に忙しかったと思うんですね、職員

の体調管理についてお伺いをいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、特別定

額給付金事業についてのご質問にお答えをさせてい

ただきます。 

 先程議員からもありましたとおり、今回の特別定

額給付金につきましては、国の緊急事態宣言の下、

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として、感

染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ

的確に家計への支援を行うことを目的に、各自治体

が実施主体として実施された事業でございます。 

 本市におきましては、社会福祉課を担当課とし、

４月20日の閣議決定前より、可能な限りの事前協議

や準備を進め、４月24日には、庁内に副市長を本部

長とする特別定額給付金事業推進本部を立ち上げ、

各関係課と連携しつつ、全力で準備を進めてまいり

ました。 

 その結果、当初予定をしておりました給付開始日

を約２週間繰り上げ、県内で最も早い５月８日より、

口座への振込を開始させていただいたところでござ

います。 

 特別定額給付金の給付開始後、大きなトラブルも

なく、支給件数も順調に推移し、直近の６月16日現

在で、給付対象世帯数１万908世帯、２万2,601人の

うち、１万546世帯、２万2,045人へ給付が完了して

おります。給付率のほうも約98％となっている状況

でございます。 

 この間、郵便申請の受付を開始した５月12日以降

１週間ほどは、申請件数も多く、予想以上の事務量

となりましたが、今回の事務支援を受諾いただきま

したＮＰＯ法人アンジュ・ママンさんのスタッフの

方々皆さんの支援協力と柔軟な対応をいただいたこ

とや、市職員が市民の方へ優先的に給付ができるよ

う、申請書の提出を自主的に一時控えるなどの協力

もあり、申請書受理後１週間での口座振込という、

当初申し上げておりました迅速な給付ができたもの

と大変感謝をしているところでございます。 

 今後は、未提出者の方の対応に重点を置いてまい

りたいと考えておりますが、その中には、高齢単身

者の方や、入院、介護施設等に入所されておられる

方も多いと思いますので、民生委員さんや施設関係

者等と連携し、申請漏れとならないように、しっか

りと支援を行ってまいります。 

 なお、本事業に関係した職員の体調管理について

でございますが、休日出勤や時間外勤務など多忙な

時期もございました。市民の皆さんの関心も高く、

短期間で多くの申請をいただき、事業のピークが短

期間に集中したこともありまして、現在は申請状況

も落ち着き、平常勤務の状況となってきたところで

ございます。 

 また、新型コロナウイルス感染のリスクに対しま
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しても、受付テーブルへのシールドの設置や消毒の

徹底など、感染防止対策にも配慮し取り組んできた

結果、健康を損なうような状況は生じておりません。 

○議長（河野徳久君）  ３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  ありがとうございました。 

 県内でも最も早い５月８日、口座に振込が開始さ

れたということで、非常に迅速な給付ができたと大

変評価をしたいというふうに思います。また、関係

職員や事務職員、事務をご支援いただきましたアン

ジュ・ママンのスタッフの皆様にも、この場をお借

りして感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 98％というところであります。まだ未提出の方な

ど、１人でも多くの方に給付ができるよう、引き続

きまたご支援のほどお願いをして次の質問に移りま

す。 

 ２点目でございます。 

 小中学校の新型コロナウイルス感染の対策につい

てでございます。北﨑議員や土谷議員と重なる部分

もありますけども、私としての質問をさせていただ

きます。 

 １点目、アルコール消毒液、それからマスク等に

ついてはどうなっているのかということでございま

す。 

 新型コロナウイルス感染防止の対策として、３月1

6日から突然の休校、それから分散登校の順となって

います。生活様式が変化、それから３密というもの

は避けているために、またマスクの着用や手洗いの

励行等、日々行うということで、子どもたちの生活

も一変をしたんではないかなというふうに思ってい

ます。 

 そこで、質問です。実際に、アルコール消毒液や

マスク等が足りているのか、不足していないのかと

いうこと。それから、各学校にどのように配付をさ

れているのかお伺いをいたします。 

 ２点目、授業日数の減少による夏休みの取り扱い

についてでございます。 

 マスコミ等で、別府市の授業日数の確保のため、

夏休みを８月８日から８月17日までの10日間とする

という、まあ非常に夏休みを削るという報道があり

ました。教室に、確かに今はエアコンが設置されて

いるというふうに思いますけども、熱中症や３密等、

非常に懸念をされるところであります。 

 そこで、質問ですけども、夏休みをどれぐらいの

日数、どれぐらいに本市としては考えているのかお

伺いをいたします。 

 ３点目、県立高田高校との連携についてというこ

とでございます。 

 このような緊急事態でございますので、１市１高

である県立高田高校も、アルコール消毒液が不足を

しているというふうに私ちょっとお聞きをしました。 

 そこで、質問なんですけども、県立高校でありま

すから、その連携というか、なかなか県の部分であ

りますので、物のやり取りといいますか、消毒であっ

たり、マスクであったり、そんなやり取りがあった

のかということについてお聞きをします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（河野徳久君）  教育総務課長兼地域総務一

課長、植田克己君。 

○教育総務課長兼地域総務一課長（植田克己君）   

それでは、小中学校の新型コロナウイルス対策に

ついてのご質問にお答えします。 

 まず、アルコール消毒液、マスク着用等における

状況についてでございますが、感染予防の観点から、

２月末に小中学校へ在庫の確認を行いまして、アル

コール消毒液やマスク等が均等に行き渡るように教

育委員会において一括購入し、管理を行うこととい

たしました。 

 現在、各学校において不足が生じないよう、随時

配付を行っているところであり、あわせて登下校時

の児童生徒の健康状態を確認するため、非接触式の

体温計も配付いたしております。 

 また、地域の各種団体や有志の方々で構成される

がんばれ小中学生！子どもたちに手作りマスクを贈

ろう実行委員会から、安心して新学期を迎え、楽し

い学校生活を送ってもらえるようにと手作りマスク

を贈呈いただくなど、多くの団体や地域の方々にご

支援をいただき、本当にありがたく思っております。 

 今後も、新型コロナウイルスの長期化や、インフ

ルエンザ等の他の感染症対策のためにもアルコール

消毒液やマスク等が必要となってきますし、今回の

ように、入手が困難となる事態も想定されますので、

不足することがないよう、教育委員会において備蓄

することといたしております。 

 次に、高田高校との連携についてでございますが、

日常的に多くの連携をしておりますが、消毒液やマ

スク等不足している場合などは、お互いにしっかり

と困りを共有する必要があると考えております。そ

こで、市内の地域サロンの皆さんが制作していただ

いた布マスクのうち500枚を高田高校生徒会へ配付さ

せていただいております。 
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 アルコール消毒液等の不足については、直接お聞

きしておりませんが、そういったお話しがあれば、

可能な範囲で連携を図ってまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、小中学

校の授業時間の減少による夏休みの取り扱いについ

てのご質問にお答えいたします。 

 昨年度は、３月２日からの臨時休業に伴い、18日

間の授業日が削減となりましたが、２月中で学習す

べき内容を終え、復習に入っている学校も多くござ

いました。未指導部分があった学校につきましては、

個別指導日や家庭訪問等で少しずつ指導を行うとと

もに、教育課程を再編し、学校再開後の授業で解消

してきております。 

 今年度は、４月16日から13日間が休業となり、現

時点の児童生徒の生活、学力、体力等の状況を見た

時、夏休みを短縮し、一定程度の授業日の確保が必

要と判断しております。 

 しかし、一方で、議員ご指摘のとおり、熱中症等

の危険から夏休みの短縮は最低限に抑える必要があ

ると考えておりまして、通常42日間の夏休みを21日

間短縮し、７月31日から８月20日までの21日間とし

て考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  マスクや消毒液については、

教育委員会のほうで一括購入をするということでも

あり、不足はしていないというふうに理解をしまし

た。 

 ２点目の夏休みの部分ですが、別府市と比べます

と、20日間ということでかなり取れたのかなという

ふうに思っています。ただ、何回も言いますけども、

やはりその、エアコンは換気がないんですね。だか

ら、本議会の中でも換気をするために窓を開けてい

るわけです。夏休みは、やはり非常に暑いと思うん

ですね。だから、そこら辺を、エアコンを使用して、

換気、それからマスク、今現時点で私がマスクをし

ていても息苦しいという状況にありますし、もう暑

い時期ですから熱中症ということも考えられると思

うんですけど、そこで、具体的にどのように換気や

エアコン等うまく使って、どういうふうな対策を考

えておられるのか、再質問をしたいと思います。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、暑い時

期でのエアコン使用と換気、マスクの着用による息

苦しさと熱中症の対策についての再質問にお答えを

いたします。 

 本当に暑い時期には、新型コロナウイルス感染症

への対策と熱中症対策の双方が必要となってまいり

ます。現在、扇風機ありとサーキュレーター等を併

用して、冷房時でも窓を開けて換気を行うとともに、

室内温度や湿度を小まめに確認をして、エアコンの

温度設定を細かに調整するようにしております。 

 マスクの着用につきましては、現在、国から示さ

れている指針に基づいて、屋外では身体的距離を保っ

てマスクを外す、また屋内でも、同じく身体的距離

を保って定期的にマスクを外して、特に子どもたち

は体温の上昇が私たちよりも大きいと聞いておりま

すので、水分補給を行うなどの対策を行っています。 

 あわせて、従来からの熱中症の予防行動を徹底し

て、子どもたちの体調管理には充分に努めてまいり

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  ３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  ありがとうございました。 

 子どもたちの健康管理や安全対策、夏休みの取り

扱いにつきましては理解をいたしました。また、高

田高校との連携についても引き続きお願いをします

し、また県教委への働きかけも加えてお願いをして、

次の質問に移ります。 

 ３点目、小規模事業者への家賃助成事業。 

 昭和の町や宮町の商店街については、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で客足が遠のき、特に飲食店

については大打撃を受けております。４月の臨時議

会では、本市独自の支援対策として、小規模事業者

への家賃助成事業として、店舗に係る家賃の８割、

月額６万円を上限として６カ月分の助成を行うため

の提案が可決をされたところでございます。５月上

旬の受付開始から７月末までの申請受付ということ

でした。 

 そこで、質問です。受付件数、給付状況について、

直近の部分でお伺いをしたいというふうに思います。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  小規模事業者への

店舗等家賃助成事業についてお答えいたします。 

 家賃助成事業につきましては、新型コロナウイル

スの影響を最も早く受けました昭和の町や、宮町に



６月 17 日 

 - 40 - 

代表されます小売業、飲食業を中心とした小規模事

業者の存続のため、商工会議所、商工会及び宮町活

性化協議会から早期に要望があったことを受けまし

て、４月30日の臨時会にご提案申し上げ、議決をい

ただいたところでございます。 

 対象となりますのは、前年同月比20％以上売り上

げが減少した市内の小規模事業者でありまして、家

賃の８割、月額６万円を上限に６カ月分を助成する

もので、臨時会での議決後速やかに準備を進め、５

月14日から受付を開始したところでございます。 

 ６月12日現在、90件、2,062万6,900円の給付をす

でに完了しておりまして、そのうち、８割助成の市

内の在住者の方が76件、５割助成となります市外の

方が14件となっている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  それぞれの給付の件数は分

かりました。 

 給付の実績といいますか、例えば昭和の町であっ

たり、宮町の商店街であったりだと、それぞれの場

所というか地域別の件数をお伺いいたします。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  家賃助成につきま

しての再質問についてお答えいたします。 

 地域別の件数でございますが、店舗等家賃助成に

ついて、先程申し上げました６月12日現在で、給付

が完了した90件の内訳を申し上げますと、宮町関係

が33件、昭和の町関係が15件、その他が42件となっ

ておりまして、約半分が宮町や昭和の町以外という

状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  ありがとうございます。 

 意外と、その以外というか、私が思っていた以上

に、以外の方が多かったというふうに、今、確認が

できました。 

 この事業については、非常に評価、すばらしい対

応だと思うんです。ただ、臨時議会の中でも質問さ

れましたように、持ち家、要するに持ち家の方とい

うのは対象にならないわけですよね。宇佐のことは

言いたくないんですけど、宇佐は一律に10万円とい

うふうな形になっています。小規模の事業者という

ことであれば、自分の家が事務所であったり、店舗

も持たないような事業者もいると思うんですね。お

願いですけども、まあ少し見直しをかけていただけ

るとありがたいなというふうに思っています。 

 非常に困っている方、今、件数が上がった以外に、

要するに対象にならない方もいらっしゃると思うん

で、ぜひともその方々の気持ちも分かっていただき

たいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 ４点目、新型コロナウイルス感染による、ふるさ

と納税の影響及び対策についてでございます。 

 これも、新型コロナウイルス感染で、農業生産者

が大きな影響を受けているというお話しを聞いてお

ります。１次産業の中でも、特に国産牛生産者や果

物生産者が厳しいようにあるということでございま

す。 

 本市の返礼品トップの豊後・米仕上牛の確保も懸

念をされる。また経済情勢の先行き、所得の減少も

予想されることから、ふるさと納税への影響が大き

いのではないかなというふうに思っています。 

 北﨑議員の質問の中でもご答弁がありました。あ

る程度、北﨑議員の答弁でも分かったんですけど、

納税や影響については理解できたんですけども、今

年度既に行ってきたこと、これまでの取り組みと今

後の予定について、もう少し詳しくご説明を聞きた

いなというふうに思いますので。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（河野徳久君）  企画情報課長、丸山野幸政

君。 

○企画情報課長（丸山野幸政君）  それでは、新型

コロナウイルスによる、ふるさと納税への影響と対

策に関するご質問にお答えをさせていただきたいと

思います。 

 北﨑議員のご質問に対する答弁と重複する部分も

ございますが、ご理解をお願いしたいと思います。 

 １点目のご質問の影響についてでございます。 

 ５月末時点の寄附申請額は約4,490万円と、前の年

の同じ時期と比べて、約380万円の増となっておりま

すので、今のところは大きな影響は受けていないと

いう状況となっております。 

 ２点目のご質問の対策についてでございます。 

 とにかく今年度は、議員さんからのご案内があり

ましたように、先の状況が非常に見通せないという

中で、早め早めに動いております。時系列でご説明

を申し上げたいと思います。 

 まず、３月でございますが、新型コロナウイルス

感染の影響でダメージを受けている事業者を対象と

して行われた、大手サイトが実施する応援キャンペー
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ンにいち早く参加をいたしまして寄附の呼びかけを

行ってきました。 

 その次の月の４月でございますが、寄附の使い道

と返礼品を掲載した新しいミニパンフレットを作成

いたしました。これは、ふるさと納税をしていただ

いた方には、寄附受領証明というのを送るんですけ

れども、こういった小さいサイズの封筒でお送りす

るんですが、それにちょうど入る大きさのミニパン

フレットを作成いたしまして、全ての方にこの寄附

受領証明書とともにお送りをしまして、もう１回寄

附をしたいなというリピーターの方の確保に努めて

おります。この取り組みだけということではないん

ですが、４月以降の状況を見ますと、本市へ寄附し

ていただいた方のうち、既に２回目以降の寄附をい

ただいた方は全体の約３割と非常に大きく伸びてい

る状況でございます。 

 ５月の取り組みですが、これは、２年前から積み

上げてきた取り組みになりますけれども、寄附をそ

れまでいただいた方を対象に、メルマガ会員の募集

を行ってきまして、ここに来て一定の会員数を確保

できましたので、新たに旬な情報をお送りするメー

ルマガジンの配信をスタートしております。第１回

目は、寄附金の使い道とあわせて旬のフルーツの情

報を配信いたしましたし、２回目は、先程議員さん

からご案内がありました豊後・米仕上牛、これを中

心としたお肉の情報も配信しているところでござい

ます。これは、今後も定期的に配信をしていきたい

というふうに思っております。 

 さらに、今月６月の取り組みですが、本市の露出

を高めるために、ゴールデンウイーク明けから準備

を進めてきましたインターネット広告を現在強力に

展開をしております。年末まで広告を強力に展開し

ていきたいと考えております。それから、これも今

月の取り組みになりますが、これまでも継続して行っ

てきておりましたが、大手サイトのオンラインセミ

ナーにも担当職員が参加をいたしまして、まだまだ

工夫改善できるところがあるんではないかというこ

とで、研究を重ねているところでございます。 

 来月の７月の取り組みですが、これまで寄附をい

ただいた方へ、暑中お見舞いをお送りする準備を進

めております。 

 その先の秋から冬にかけた取り組みですが、現在

検討中でございますけれども、ユーチューブ、それ

からフェイスブックといったＳＮＳ媒体で展開する

子育て支援のＰＲ動画の作成を検討しております。

動画作成には、市のケーブルテレビで撮影してきた

資源も有効活用したいと考えておりまして、内容の

充実したものを作成したいなというふうに思ってお

ります。 

 さらに、現在７つの受付サイトでふるさと納税を

展開中ですが、秋に向けて窓口をもう１つ増やすと

いう観点で、受付サイトを追加するため、準備を進

めているところでございます。 

 本市のふるさと納税は、子育て支援の貴重な財源

でございます。今年度からは、昭和の町づくりに応

援いただく企業版ふるさと納税にも新たにチャレン

ジしておりますので、この企業版も含めて日々工夫

改善しながら、しっかりと取り組みを進めてまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ３番、中尾勉君。 

○３番（中尾 勉君）  ありがとうございました。 

 本市は、幼稚園から小中学校、給食の無料化、そ

れから高校生までの医療費の無料化を市長が肝いり

でやっておられます。子育て世代を呼び込むという

か、未来への投資ということでやっているわけです。 

 ふるさと納税、非常に順調にこの豊後高田市伸び

てきている。子育て支援のために大切な財源である

ということで、昨年が４億6,000万円ということでご

ざいます。非常にハードルは高いんですけど、昨年

を上回れとは言いませんけども、しっかり、様々な

課長の答弁がありました、取り組みをされていると

いうことでございますので、引き続き頑張っていた

だくようお願いをして、質問を終わります。 

○議長（河野徳久君）  しばらく休憩します。午後

の会議は13時に再開いたします。よろしくお願いい

たします。 

午前11時48分 休憩 

午後１時00分 再開 

○議長（河野徳久君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を続けます。 

 ２番、毛利洋子君の発言を許します。 

２番、毛利洋子君。 

○２番（毛利洋子君）  議席番号２番、公明党の毛

利洋子でございます。初めに、新型コロナウイルス

感染症で亡くなられた全ての方のご冥福をお祈り申

し上げますとともに、闘病中の方に心からお見舞い

を申し上げます。 

 また、医療関係で従事してくださっている方々の
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献身にも、心から感謝を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、全都道府

県に発令されていた緊急事態宣言は、５月14日から2

5日にかけて段階的に解除されましたが、第２波、第

３波への警戒は、引き続きまた新たな感染症に備え、

今後も充分な３密を避ける行動をしてまいりたいと

思います。 

 通告に基づきまして、一般質問を行います。 

 初めに、教育問題について２点お伺いします。 

 児童生徒の不安解消対策について、新型コロナウ

イルス感染防止のために、これまで学校で当たり前

にやっていたことが、これからは、一つ一つの判断

に責任がのしかかかる先生方の心理的負担の重さは、

相当なものがあると思われます。３月より休校とな

り、大事な卒業式、離任式、入学式が縮小され、子

どもたちも、保護者の皆さんは、不安を持ったまま

３カ月以上たってしまいました。学校、保護者、地

域のボランティアの方々の心配は、計り知れないも

のがあると思います。どのような対策を取っていく

のか、また、子どもたちの不安を教育現場の先生方

は、どのような対応を子どもたちにして解消された

のか、特に新入生にとっての不安と家族の負担が生

じていると思われますが、ケア対策は講じたのでしょ

うか。３密のため、家庭訪問ができなくて、電話に

よる確認だったと思いますが、全員との連絡、確認

ができたのでしょうか。その中で、子どもの反応で

気付いたことは。家庭内での事故、けが、非行等の

相談や報告はあったのでしょうか。 

 ２点目、熱中症対策についてお聞きします。 

 コロナウイルスを想定した新しい生活様式が示さ

れました。今後は、一人一人が感染防止の３つの基

本である、身体的距離の確保、マスク着用や手洗い

や３密を避ける等の対策を取り入れた生活様式を実

施することを求められています。この夏は、夏休み

の縮小、これまでとは異なる生活環境になると思わ

れます。本市では、子どもたちの健康を守るための

熱中症対策をどのように考えているのかお伺いいた

します。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、教育問

題についてのご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の児童生徒の不安解消対策について

ですが、３月２日からの臨時休業中には、感染防止

に努めながら、学級担任や養護教諭などが定期的に

家庭訪問や電話で家庭に連絡を取り、小学校１年生

も含め、子どもたちと直接話したり、保護者から様

子を聞き取るなどして、心身の健康状態の把握と子

どもたちの不安解消に努めてまいりました。 

 市内の全小中学校で、全員に連絡が取れ、確認も

できております。 

 連絡を取る中で、子どもたちが不安を強く感じる

場合に備え、スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカーに相談できる態勢も整えていました

が、幸いなことに、事故やけが、非行等も含め、特

別心配となる相談や報告はございませんでした。 

 また、感染症への不安があり欠席する場合には、

欠席扱いとはせず、後日、個別指導を行ってきまし

た。 

 学校再開後は、一人一人の健康状態や心の状態を

面談やアンケートで把握し、ケアをするとともに、

養護教諭が中心となって、感染症に関する正しい知

識や新しい行動様式を身につけられるよう指導を続

けてきております。 

 今後も、家庭と連携をし、子どもたちが安心して

学校生活を送れるように、感染リスクの低減と教育

活動の充実を両立させていく工夫と努力を続けてま

いります。 

 ２点目に、熱中症対策についてでございますが、

先程ご答弁申し上げましたように、全ての学校にエ

アコンが設置されておりますが、感染症対策の換気

も必要なため、扇風機、サーキュレーター等を併用

し、教室内の環境を整えていくようにしております。 

 また、国から示されている指針に基づき、屋外で

は身体的距離を保ってマスクを外す、屋内でも身体

的距離を保って定期的にマスクを外し、水分補給を

行うなどの対応を行っています。 

 現在、感染症と熱中症の双方を防ぐための知見や

方策が、国や医療関係者から連日示されてきており

ますので、適宜必要な改善を行っていきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ２番、毛利洋子君。 

○２番（毛利洋子君）  ありがとうございました。

先生方も大変ですが、増加防止から熱中症へ全子ど

もたちを出さないように、細心の注意をよろしくお

願いいたします。 

 先日、在宅勤務になったお父さんから話を伺いま

した。小学３年生の娘と一緒にスーパーで買い物に

行ったということで、娘さんとレシートの計算の勉

強、半額や２割引の意味を学び合ったりとか、肉や
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魚、野菜の袋に記載された産地を見て、地図帳を開

き、生産者を調べたりしたということも、学校の宿

題ではないんですが、今まで家事も教育も妻に任せっ

放しだったのが、この機会に自分も我が子と一緒に

成長できればと思ったということを話してくれまし

た。 

 本当に、暗いニュース等の事件を聞くと、心配し

ておりましたが、今の先生方の話を聞いて、子ども

たちが元気ですよということと、また、この保護者

のように一緒にしているという、みんながみんなで

はないでしょうけど、本当にほっといたしました。

生活の中で知恵を発揮していく、それ自体が子ども

にとってかけがえのない教育となり、全てを豊かな

学びのチャンスになると思います。子どもたちの可

能性は無限大だと思います。しっかり成長を願って

いきたいと思います。 

 続きまして、２点目の質問をいたします。 

 農業用水路の安全対策についてです。 

 梅雨に入り、各地域で田植えの真っただ中です。

田畑に水を運ぶために必要な農業用水路は、農業に

不可欠なインフラですが、一方で、痛ましい転落事

故が全国各地で多発しています。 

 農業用や生活排水が流れる用水路は、農地の宅地

化に伴い、住宅地にも張り巡らされています。 

 15道府県の調査では、死傷者約2,000人、用水路に

子どもや高齢者が転落する事故は、全国で相次いで

います。ＮＨＫは、警視庁の統計で、用水路での溺

死事故、側溝への転落事故、過去１年間に死亡した

人は154人、けが人は1,800人、死傷者は2,000人を上

回ることが分かりました。 

 豊後高田市では、昨年、10件の水難・用水路事故

で救急隊が出動しているとお聞きしております。本

市としては、大事故に至らなかったようです。 

 国は、農業用水路などの安全対策を緊急に進める

ため、令和３年度まで用水路の危険箇所を把握した

り、危険度に応じて柵や蓋等を整備する事業が盛り

込まれています。本市の調査、危険箇所の対象など、

どのようにされているのかお伺いいたします。 

○議長（河野徳久君）  耕地林業課長、早田博昭君。 

○耕地林業課長（早田博昭君）  農業用水路の安全

対策についてのご質問にお答えいたします。 

 農村地域の都市化・混住化に伴い、農業水利施設

への転落事故等、危険性が増大し、施設の管理に当っ

ては、安全性の確保が一層求められています。 

 議員ご指摘のとおり、近年、全国では農業水路へ

の転落事故により、年間100名を超える方の貴い命が

失われており、施設の危険性が社会的な問題となっ

ております。 

 農業用水路は、泥上げや草刈り等の維持管理が容

易に行うため、蓋を設置しない水路が多く、さらに

農業用以外の水路を含めますと、市内全域には無数

にあることから、全てを調査し、その中から子ども

や高齢者が近寄って転落するおそれが想定される箇

所を選定することが厳しい状況であり、課題でもあ

ります。 

 市では、学校や保育所、公園、病院のほか、公民

館や老人福祉施設等、日常生活において子どもや高

齢者の利用が多い施設に近接する農業用水路等の点

検を行ってきましたが、各施設の周りは、すでにガー

ドレールや転落防止柵等が設置されておりました。 

 また、通学路は、教育委員会、建設課、市民課、

土木事務所、警察署で組織する豊後高田市通学路安

全推進会議により、平成24年度から、水路沿いの道

路を含め緊急合同点検を行い、合同点検の結果から、

対策が必要な箇所の安全対策を実施してきました。 

 市は、これからも農業用施設の安全対策を図る上

で、豊後高田市通学路安全推進会議や自治会と連携

を図り、対策が必要となる、ため池や水路等の施設

については、関係機関や水利関係者と協議を行い、

転落事故等の未然防止に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ２番、毛利洋子君。 

○２番（毛利洋子君）  再質問をいたします。本市

での危険箇所、整備する箇所は、今、何件ぐらい上

がっているのでしょうか、お願いいたします。 

○議長（河野徳久君）  耕地林業課長、早田博昭君。 

○耕地林業課長（早田博昭君）  現在のところ、早

急に整備する箇所は確認されておりません。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ２番、毛利洋子君。 

○２番（毛利洋子君）  市民の安全を守るため、き

め細かな、また、新しい新住宅等ができております

ので、これからも調査等をしていただき、よろしく

お願いいたします。 

 続きまして、最後の質問に行きます。子宮頸がん

ワクチンについて。子宮頸がん予防ワクチンについ

ていたします。 

 ワクチン接種について、細心の情報及び対象者に

対する通知についての質問です。 

 毎年、年間約１万人近くの女性が子宮頸がんにか
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かり、約3,500人もの女性が亡くなっています。子育

て中の女性が罹患し、幼い子どもを残して亡くなっ

てしまうといったケースも多いことから、マザーキ

ラーとも呼ばれている怖い病気であります。 

 また、若年成人女性にとって、結婚や妊娠といっ

た大切なライフイベントに、心理的・身体的なスト

レスの影響があり、ひいては少子高齢化の観点から

も、日本において予防に力を入れるべき疾患だと言

えます。 

 感染を予防することのできるＨＰＶワクチンは、

日本でも2009年12月に製造販売が承認され、翌年、

国の基金事業対象ワクチンとなり、接種が進みまし

た。その後、2013年４月には、国の定期接種に加え

られ、制度が整いましたが、接種後に多様な症状が

生じたとする報告により、国は、2013年６月に、自

治体による積極的なワクチン接種の勧奨の差し控え

や、対象者への個別通知を求めないことなどの勧告

を出しました。その状況は変わらずに、勧告からす

でに６年以上が経過をしています。 

 しかし、現在でも、ＨＰＶワクチンは定期接種の

対象であり、推奨年齢である小学６年から高校１年

相当の女子は、定期接種として接種を受けることが

可能であります。 

 世界保健機関ＷＨＯや女性産婦人科連合ＦＩＧＯ

からは、ＨＰＶワクチンの効果と安全性を再確認す

るとともに、日本のこの状況を非常に危惧する声明

を出され、さらに、日本小児科学会、日本産科婦人

科学会など、17団体からも接種推進に向けた関連学

術団体の見解が出されています。 

 勧告が出たことで、全国ほとんどの自治体が定期

接種ワクチンであるにもかかわらず、個別通知など

による通知をしなくなり、その結果、接種率は約70％

から１％未満まで激減し、子宮頸がんに罹患するリ

スクが、定期接種導入以前に戻ってしまうとも推計

されています。 

 厚生労働省は、ＨＰＶワクチンに関する情報の通

知を進めるため、リーフレットを作成して自治体を

促していますが、最近の認知度調査では、対象年齢

の女性では82.5％、その母親の87.7％がリーフレッ

トを見たことがないという結果でした。 

 個別通知による通知を実施している自治体は、1,

742自治体中97自治体にとどまっており、ＨＰＶワク

チンが定期接種であることについても周知不足と言

わざるを得ない状況になっています。 

 また、同調査では、41％の方が、接種に関して分

からないことが多いため決めかねていると回答し、

情報不足のため、接種の判断ができないといった現

状も明らかです。 

 2019年度、千葉県のいすみ市では、高校１年の女

子がいる保護者向けに、市独自の通知を発送し、定

期接種の対象者であることや、年度内に３回の接種

を終えるには、１回目接種を９月30日までに行う必

要があると通知。また、岡山県では、対象者へのワ

クチンの有効性やリスク等を書かれたリーフレット

を作成するなど、周知不足に危機感を感じた自治体

独自の取り組みが広がりつつあります。 

 何も知らないまま、定期接種の対象期間を過ぎて

しまったという市民を出さないためにも、また、正

しい情報を知った上で接種の判断をしていただくた

めにも、個別通知など、確実な情報提供を実施する

必要があるのではないでしょうか。子宮頸がんは、

ワクチン接種で防ぐことのできる病気です。 

 質問は、本市の現状は、国の動向に注視しつつ勧

奨を差し控えておりますが、接種対象者に一番身近

な自治体として、少なくとも定期接種の権利がなく

なる高校１年の女子に対しては、事前に接種の可否

を判断するための最新の正しい情報とともに、助成

期間終了のお知らせを行うべきだと思いますが、市

長のお考えをお聞きいたします。 

○議長（河野徳久君）  健康推進課長、清水栄二君。 

○健康推進課長（清水栄二君）  子宮頸がん予防ワ

クチンについてお答えいたします。 

 子宮頸がん予防ワクチンの接種については、予防

接種法に基づく定期接種として、小学６年生から高

校１年生相当の女子を対象に、平成25年４月１日か

ら実施しているところでありますが、接種後、体の

広い範囲で持続する疼痛等の副反応症例等が確認さ

れたため、副反応症例等について充分に情報提供で

きない状況にあることから、接種希望者の接種機会

は確保しつつ、適切な情報提供ができるまでの間は、

積極的な接種勧奨を一時的に差し控えるべきである

とする通知が、同年６月14日に厚生労働省から出さ

れ、現在に至っております。 

 定期接種については、予防接種法に基づき市町村

が接種対象者やその保護者に対して広報誌やホーム

ページ等を利用して接種を受けるよう勧奨すること

に加え、標準的な接種期間の前に、はがき等による

個別の通知により、接種を受けるよう積極的に勧奨

しなければならないものとされていますが、本市に

おいては、厚生労働省の通知に基づき、子宮頸がん
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予防ワクチンについての個別の接種勧奨は控えてい

るところであります。 

 なお、接種を希望する方については、予防接種の

しおりやホームページ等で、接種の有効性及びリス

クについて充分に理解した上で接種するよう周知を

行っているところであります。 

 国は、積極的な接種勧奨の再開の是非について、

子宮頸がん予防ワクチン接種の副反応について、可

能な限り調査を実施し、速やかに専門家の会議によ

る分析評価を行った上で、改めて判断するとしてお

ります。 

 ご質問の対象者への個別通知については、今後も

国の動向や他市の状況を注視してまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ２番、毛利洋子君。 

○２番（毛利洋子君）  国の指示に従うということ

で、本当に国また県からも、まだそういう通知がな

いということで、早い究明をしていただき、早急に

本市でも対応ができることを希望して質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

○議長（河野徳久君）  一般質問を続けます。 

 １番、於久弘治君の発言を許します。 

１番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  議席番号１番、於久弘治で

ございます。今回の一般質問においても、議案質疑

に引き続き、新型コロナに関連する内容となってい

ます。 

 私からは、新型コロナの影響による小中学校内の

教育環境並びに今後予測される第２波に向けた医療

従事者を初めとする、感染された方々に対する人権

配慮の２点について質問させていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

 最初の質問です。新型コロナの影響により、小中

学校が休校に追い込まれ、生徒は学習の遅れのみで

はなく、卒業式、始業式などのイベントが中止にな

るなど、今まで経験したことのない苦境に追い込ま

れる状況が続きました。 

 生徒だけではなく、教職員の方々も、学習内容の

たび重なる変更並びに新型コロナに対する教育環境

の整備に大変苦慮されたことと思います。 

 緊急事態宣言も解かれ、学校が再開することがで

きたことは、大変喜ばしいことであると同時に、今

後の教育環境を見直さなければならない状況にもなっ

てきています。 

 そういった中、文部科学省より、学校の新しい生

活様式が打ち出され、新型コロナの影響で、学校の

教育環境が大きく変わることになります。 

 そこで、国の方針に準じた本市の学校内の感染予

防対策について、どのように行っていかれるのかお

聞きいたします。 

○議長（河野徳久君）  学校教育課長、衛藤恭子君。 

○学校教育課長（衛藤恭子君）  それでは、文部科

学省が示した、学校の新しい生活様式に準じた本市

の学校内感染予防対策についてのご質問にお答えい

たします。 

 現在、市内の学校では、３つの密を徹底的に避け

ること、基本的な感染対策を継続する新しい生活様

式を導入しております。 

 学校生活における一番の感染リスクは、休み時間

や登下校など、教職員の目が届きにくいところでの

行動です。そこで、まず、子どもたちが、この感染

症を正しく理解し、感染のリスクを自ら判断し、こ

れを避ける行動を取ることができるよう、繰り返し

指導を行っております。 

 基本的な感染症対策としては、各ご家庭に登校前

の検温、健康観察後に健康チェック表への記入をお

願いしております。学校では、登校後、再度健康状

態の把握をし、教職員も含め、風邪症状や発熱があ

る場合には、自宅待機することをお願いしておりま

す。 

 保健室を２カ所設置し、登校後、発熱等の風邪症

状が見られる場合は、待機用の保健室を利用し、安

全に帰宅できるようにしております。 

 飛沫感染・接触感染の防止のため、マスクの着用、

こまめな手洗い、手指消毒を指導しております。外

から教室に入る時、給食の前後、掃除の後、トイレ

の後、共有の物を触った時などは、30秒間の手洗い

を実施するようにしております。 

 また、教職員がトイレや手すり、共有する道具な

どは、こまめに消毒をするとともに、児童生徒の下

校後は、教室内の消毒を毎日実施しております。 

 現在、児童生徒数の多い学校には、学習指導員や

スクールサポートスタッフを新たに配置し、衛生指

導や衛生管理に当っています。 

 また、抵抗力を高めるために、充分な睡眠、適度

な運動、バランスの取れた食事を心がけるよう子ど

もたちへ指導するとともに、学校だよりなどで保護

者への協力を依頼しております。 

 さらに、３密を回避するために、各教室ではソー
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シャルディスタンスを１メートル以上確保して座席

を配置し、極力対面を避けるように工夫して授業を

行っております。 

 また、トイレ前の廊下などには、間隔を保つ目印

をつけたり、教室移動時も身体的距離を保つよう、

教職員が声をかけるなど見守りを行っています。 

 また、休み時間や給食の準備時間、下校時など、

全ての児童生徒が一斉に動く時間帯をずらすなどし、

密集を極力避けております。 

 今後も、子どもたちが自他の健康と命を守るため、

新しい生活様式を身につけ、新型コロナウイルス感

染症対策下にあっても、豊かな教育活動ができるよ

う、学校、教育委員会一丸となった取り組みを続け

てまいります。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  先程のご答弁のとおりに実

施しようとしますと、大人の我々でさえ、とても窮

屈に感じる内容であるにもかかわらず、生徒たちに

指導していくことは、教職員を初めとする学校関係

者の皆様には、学習指導とは別に大変な労力を要す

るものと感じられます。 

 今回の補正予算の中で、消毒等の業務を援助する

スタッフを増員するスクールサポートスタッフ拡充

事業を発案されていたことは、教職員の負担軽減に

つながり、とてもよい試みだと思います。 

 先日、私も、学校生活指導がどのようになってい

るのか、地元である河内中学校をのぞかせていただ

きました。私が想像していた以上に３密指導、消毒、

手洗いの徹底、さらに登校時の検温などが行われて

いました。特に目立ったのは、２メーターの離隔距

離に足跡マークを貼り、各所にはマスク着用、消毒、

手洗いの貼り紙が貼られており、視覚に訴えるとて

も分かりやすい指導方法を取られていました。 

 今後は、新型コロナと共生を目指す方法で学習指

導を行っていくことになりますが、教職員には、学

習の遅れを取り戻すための指導に集中していただき、

学校の新しい生活様式に向けた学習環境への負担が、

教職員への負担にならないようにする対策について、

ぜひとも拡充させていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問です。皆さんの記憶にも新し

いと思われますが、新型コロナ感染は、都市部を中

心にその範囲が日に日に広がっていき、大分県内で

も現在60名の感染者を出し、一番恐れていました本

市においても感染者が出るほど感染拡大を続けてき

ました。 

 新型コロナ収束の兆しが見えつつある現在もまた、

１日２桁台での感染者数が続いています。政府並び

に専門家の方々もまた、第２波に向けての注意を常

に呼びかけています。 

 そういった状況の中、感染した家族や医療従事者

に向けての誹謗中傷や差別が多くのメディアで取り

上げられていたことを、皆さんも見聞きされたこと

と思います。感染された家族の中傷や保育園の登園

拒否など、人として許すことができない心ない対応

を受けた方は、どういう気持ちだったかを考えるだ

けでも、とても胸が痛みます。 

 本市としましては、人権問題について特化した自

治体だと、私自身認識しております。 

 それでは、医療従事者を中心とする社会貢献者に

対する人権の配慮についてお聞きいたします。 

○議長（河野徳久君）  人権啓発・部落差別解消推

進課長、後藤史明君。 

○人権啓発・部落差別解消推進課長（後藤史明君） 

 人権問題についてのご質問にお答えします。 

 今回の新型コロナウイルス感染症に関しては、不

確かなものや誤った情報に基づく不当な差別、いじ

め、ＳＮＳによる誹謗中傷が発生しているとの報道

がなされています。特に医療従事者など、最も感染

リスクの高いところで仕事をしている方が被害を受

けるといった今の状況は、大変憂慮すべき事態であ

り、絶対に許されるものではないと認識していると

ころでございます。 

 これまで本市では、ホームページやケーブルテレ

ビ、市報等を通じて、市民の皆様に対して、新型コ

ロナウイルス感染症に関する人権への配慮について

情報発信し、お願いをしてきたところでございます。 

 その中で、今回の感染症は、誰もが感染者になり

得る状況にあるということ、うわさやデマに惑わさ

れないようにすること、そして、偏見や差別的な言

動に同調しないようにすることを強く伝えてきたと

ころでございます。 

 そして、このような厳しい状況の中で、感染が拡

大しないように日夜頑張っている医療従事者の皆さ

んを初めとした全ての方々をねぎらい、敬意を払う

ことも大事ではないかと考えています。 

 今後も、偏見や差別行為は絶対に許されるもので

はないということを基本に、命に関わる重要な問題

として捉え、新型コロナウイルス感染症に関する人

権の配慮について、引き続き啓発活動に努めてまい
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りたいと考えています。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  皆様もご存じのように、ア

メリカ全土で発生しています抗議デモは、黒人男性

襲撃事件が発端となった人種差別問題へとつながっ

ています。また、プロレスラーの木村花さんを死に

追い込んだＳＮＳ等の見えない人からの誹謗中傷問

題も、全てが人権問題となっています。 

 国、大分県並びに本市も、人権問題について、ホー

ムページやメディアを通じて啓発活動を行ってはき

ていますが、なかなか浸透されていないのが現状で

す。 

 大阪府枚方市のホームページには、新型コロナに

対する風評被害防止のコメントが、このように記載

されています。「誰でも感染者、濃厚接触者になり

得る状況であることを受け止めていただき」、先程、

課長の答弁の中と同様です。「お互いに相手のこと

を思いやる気持ちを持っていただきますようお願い

いたします」とありました。 

 我々が過去に経験したことのない事態の中で、ど

のように対応、行動したらよいのか、判断がとても

難しい状況ではありますが、人権について、皆さん

もよく考えていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

○議長（河野徳久君）  一般質問を続けます。 

 ５番、井ノ口憲治君の発言を許します。 

５番、井ノ口憲治君。 

○５番（井ノ口憲治君）  議席番号５番、井ノ口憲

治でございます。１項目めは、特別定額給付金につ

き、２点質問をしようと思いましたが、１項目の支

給率につきましては、今までの説明の中で分かりま

したから、省略をいたします。 

 ２点目は、先程、現時点で98％の支給率になって

いるということでございましたが、あと２％残って

いる方については、希望があれば支給が全員に行き

渡るようにしていただけたらと思っていますが、そ

こ辺のところをを何かございましたら、補足の説明

をお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、特別定

額給付金の市民全員への給付に向けた今後の取り組

みについてのご質問にお答えをさせていただきたい

と思います。 

 前回、平成21年に実施されました市民１人当たり

１万2,000円を一律に給付いたしました定額給付金事

業の最終的な交付率が、本市の場合99％であったと

いうふうに記憶しております。 

 今回の特別定額給付金につきましては、当時の社

会情勢とは少し状況が異なっておりますが、前回の

給付率以上を目指しまして、庁内の行政情報を活用

するとともに、民生委員さんや関係機関等のご協力

を仰ぎながら、申請期限の８月11日までに、一人で

も多くの皆さんに給付できるよう、可能な限りの手

段で取り組んでまいりたいというふうに考えており

ますので、ご理解ください。 

○議長（河野徳久君）  ５番、井ノ口憲治君。 

○５番（井ノ口憲治君）  いろいろ手続的にご苦労

も多いかと思いますが、希望する方全員に行き渡る

よう願っているところでございます。 

 この給付金につきましては、先般の、もうだいぶ

前でございますが、政府のほうにおきましては、ま

だ36.9％というぐらいな感じでございましたから、

豊後高田市においては非常に、98％という取り組み

ができて、大変ありがたく皆さんも感謝をしており

ます。 

 テレビで報道されていましたが、ＤＶの関係者等

も本市にはおられないということで、大変安心をし

たところでございます。 

 次は、２項目めの真玉、都甲地区の定住促進宅地

についてでございます。 

 この質問は、何度かお尋ねをしてまいりましたが、

その後の予約の受付は増えているのかどうか、お聞

かせを願いたいと思います。 

 ちなみに、都甲の宅地には、１戸新築をされて、

もう入居されたそうでございますので、大変うれし

いことであります。そういう意味で、早く満杯にな

ればいいなというように思っておりますので、現在

の受付、予約状況についてお尋ねをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  地域活力創造課長、川口達

也君。 

○地域活力創造課長（川口達也君）  それでは、井

ノ口議員の無償宅地の受付状況に関するご質問にお

答えします。 

 現在、真玉地区・都甲地区において造成が完了し

た無償宅地につきましては、これまでのですけれど

も、昨年10月15日より12月３日までの第１次予約受
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付時に、真玉住宅団地に９件、都甲住宅団地に１件

の計10区画について予約を頂いたところです。 

 その後、先着順によります第２次予約を開始して

おり、６月16日、昨日時点の受付状況ですが、真玉

分譲団地に11件、都甲分譲団地に１件の計12区画の

予約をいただいている状況です。 

 都甲分譲団地につきましては、先程議員が言われ

たとおりでございまして、すでに建築が終了して、

１世帯３名の方が入居を済ませているという状況に

なっております。 

 また、真玉分譲団地につきましては、現在、順次

仮譲渡契約を結んでいる状況でございます。 

状況については以上です。 

○議長（河野徳久君）  ５番、井ノ口憲治君。 

○５番（井ノ口憲治君）  ありがとうございました。

再質問でございますが、せっかく市長が無償の宅地

の提供という政策の中で上げたので、早くたくさん

の方がおいでていただければなと思っておりますの

で、予約を、受付をされた、済ましている人は、市

内に、それら見学でもそうですが、市内に何らかの

関係がある方なのか。 

 もう一点目は、全く関係が、市内に関係はないが、

他市や他県からの希望者なのか。 

 もう一点は、田舎、都会生活暮らしに少し飽きが

きて、田舎暮らしで子育てをしようという、大きな

都会からの希望者なのか。そういう傾向が分かれば

教えていただきたいというように思います。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  地域活力創造課長、川口達

也君。 

○地域活力創造課長（川口達也君）  それでは、予

約の内訳ということだと思いますけれども、再質問

にお答えいたします。 

 先程、12区画というふうに私、ご答弁いたしまし

た。この12区画の内訳ですけれども、基本的には県

外から４区画、４世帯、それから、市外であります

けれども、県内の方が４世帯、それから、市内に越

して５年以内という条件がありますので、市内の方

が４世帯というような形になっております。 

 予約した方が市内に関係があるのか、全くないの

かということでこざいますけれども、その辺は先程

ご答弁いたしましたように、様々でございます。実

際、市内といいますか、実家がこちらにあるという

ようなケースもございますし、従前、私どもがやっ

ております空き家バンクの制度に登録をされて、も

ともと豊後高田市のほうにそういう移住を考えてい

たということで、基本的に余り高田市に関係ないと

申しますか、関わりのないような程度の方もおられ

ます。 

 また、県外から４世帯とお答えをしましたけれど

も、実際には愛知県とか福岡県とかいうような遠方

の方もおられます。 

 そのため、一概にどういう傾向があるかというこ

とは言えませんけれども、今私どもが取り組んでい

る移住・定住含めて、いろんな方面からいろんな形

で予約を頂いているということでございます。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  ５番、井ノ口憲治君。 

○５番（井ノ口憲治君）  ありがとうございました。

早くたくさんになればというように思っておるとこ

ろでございます。 

 今回のように、コロナウイルスのように、何カ月

間も外出規制が引かれると、本当に家にいる人にとっ

てはストレスもたまって大変だなというように、私

もつくづく実感をいたしました。そういうことで、

その間、畑仕事をしたり、野菜を作ったり、田舎に

住んでいてよかったなという、田舎暮らしのよさを

再認識をしたところでございます。都会で、都会の

アパートやマンションで暮らしている人、そして、

小さな子どもさんがいる方は、近所にご迷惑がかか

るということで、大きな声を出しなさんな、余り飛

び回りなさんなというような生活もしておることも

お聞きをしましたが、そういう家庭にとりましては、

なかなか伸び伸びとした子育てはできないなという

ように思ったところでございます。 

 また、いつどんな状況が起こるか分からない中で、

自然の多い、そして緑の多い、コロナ禍の多い中で

も自由に伸び伸びと子育てができる田舎暮らしを大

いに呼びかけていただきたいというように思うとこ

ろでございます。 

 すいません、失礼しました。そして、無償宅地の

中にも、こういう機会ですから、ちょっと思いつい

たんですが、ちょっとした菜園だとか、花壇だとか

いう、そういうのも整備ができれば、そういうコロ

ナ禍の時などに、菜園に出て、子どもと一緒に野菜

を作ったりということもいいかなというように思っ

ておるところでございます。そして、菜園ができな

ければ、地域の畑等が空いているところを提供して、

家庭菜園もできますよというような感じでできたら

いいがなというように思っております。 
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 それから、真玉地区におきましては、ちょっと高

台でございますから、津波が来ても安全な状況にあ

るし、都甲地区においても、少し入り込んでいると

いうので、そういう、ここは津波は余りないかと思

いますが、そういう状況の時でも安心な土地だなと

いうように思っておるところであります。 

 そして、風水害が非常に近年多く発生をしていま

すが、その時によく近所の方からお聞きするんです

が、この高田はいいなと、災害が、大きな災害が起

こらないなと。熊本だとか、広島だとかいうところ

は起こりましたが、ここら高田は本当、あんまりこ

れは、ぜいたくな、裕福な生活はできんでも、安全

で災害もないし、いいなというように、常々お茶を

飲みながら話していたところでございます。 

 そういうような意味で、この高田のよさ、田舎の

よさを大いにまたアピールできる時が来たなという

ように思っています。 

 今、３つ考えています。１つは、菜園つき無償宅

地で、どうぞ子育てをしてください。もう１つは、

災害に強い安全な豊後高田市で子育てをしてくださ

い。３つ目は、自然豊かでコロナ流行下でも心安ら

ぐ生活、子育てを豊後高田市でしてください。私の

浅知恵でございますが、昨晩ちょっと考えてみまし

たので、参考になれば参考にしていただいて、この

大変立派な受付の市報の中でも、いつも予約をして

いただいていますが、そういうところを、高田のよ

さをもうちょっとアピールできる部分を大いに、こ

のコロナ禍の時の生活や子育ても取り入れたのも入

れていただくといいかなという、浅知恵で大変申し

訳ございませんが、そう思いましたので、感想を述

べて終わります。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  一般質問を続けます。 

 16番、大石忠昭君の発言を許します。 

16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  日本共産党の大石忠昭でご

ざいます。新型コロナウイルス感染症、どうやって

拡大を防止をしていくか、収束させるか、また、市

民の命や暮らし、営業を守るか、これは私ども政治

家が果たさなければならない大事な役割であり、市

長以下執行部の皆さんも、私たち議員も責任持って、

やっぱり限られた時間で議論が求められていると思

います。 

 私、昨日は、市長から提案されている補正予算や

議案などについて、コロナに関連する部分にのみ議

論いたしましたけども、時間がありませんでした。

しかし、ケーブルテレビで、この模様を見た方から

の意見がありました。前回、３月議会の時も、大石

さん、コロナウイルスだけしかやらんかったやない

かと。今度も、時間が足らんけど、もうちょっと肝

心なところで市長自身の答弁をさせんとおかしいん

じゃないかと。１万円の問題、赤ちゃんの問題やり

ましたね。それが、市長が答弁せんとかおかしいと。

これが、温泉の共通券の問題にしても、あるいはホ

テル、旅館の1,500万円の問題にしても、もう決まっ

たんだから従えって言うんだったら、議会要らんじゃ

ないかと、そういった点問題にせないかんなという

ふうにお叱りを受けましたんで、きょうも何とか提

出しております質問項目をこなしたいと思いますの

で、なるべく私も簡単に質問しますので、市民に分

かる言葉で、簡単に聞かれた部分だけを答えてもら

いたいと思います。 

 最初はコロナの問題で、５点質問いたします。 

 その１つは、大方おさまったかと思いますけれど

も、まだまだ秋に向けて第２波、３波の恐れがある

と危惧されております。早くキャッチをして、早く

検査をして、早く食い止めるという作戦が要ると思

うんです。そのためには、私は、医療体制・検査体

制を特別に拡充していく。これは、市の問題ではな

くて国の問題ですから、このことを国に働きかけて

もらいたいと思いますが、市長の見解。 

 ２つ目は、市長が、県内では、いち早く４月30日

の臨時議会において、豊後高田ではお買い物引換券

という形で２割のプレミアムをつけた、１億2,000

万円の買い物ができる事業に取り組むことを発表し

ました。 

 しかし、私も長い間議員をしておりますけれども、

過去を振り返って見ましても、１回に２億円、４億

円ということがありました。それから見たら、コロ

ナの問題でこれだけある時に１億円というのは少な

いんじゃないかと。隣の宇佐市でも６億円、中津市

では12億円の商品券の事業をやります。 

 よって、一言市長、一言でいいですから、これは

今回と言いません、次の議会、次の９月議会でもい

いですから、やっぱりこの商品、お買い物引換券、

名前は何でもいいんですけども、プレミアムを20％

つけた事業をさらに予算を増やして、事業を増やし

ていくと。そのことが、市内の中小小売店などに対

して支援になりますし、市民においてもその分、プ

レミアムがついた分だけ余分に買い物ができるから、
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やっぱり経済的負担が軽くなるということで、９月

までに考えて、これ拡充してもらいたいと思うが、

市長の考え方はどうなのか。 

 ３つ目は、これも市長が、県下でも一番先に実施

をすることになりました家賃補助の問題です。よう

やく国のほうも、収入が５割減の方については、国

の事業として補助金助成制度が決まりましたけど、

私が今回問題にしたのは、もう既に90件の申込みに

対して、もう前払いで金を払っておるんですけども、

その中で、14人については高田には住民票がない、

高田のお店を借りているだけという方にも、約264

万円が前払いで支払われています。 

 しかし、高田市のことが新聞に載るために、ほん

ならば、高田の人が宇佐で店を出したり、中津で、

あるいは杵築で出す人もおりますけども、そういう

人にも家賃補助を支給しないとおかしいんじゃない

かという声があります。そういう小さな店について

は、事業的に、宇佐の方が、例えば、宇佐が高田で

仕事しておっても、事業収入として豊後高田市に入

るわけじゃないでしょう。住民税としては入るのは、

他市に入るわけです。高田の皆さんも、宇佐や中津

で店を開いておっても、住民税としては豊後高田に

入ります。だから、豊後高田市民が、高田に税金を

納めながら、よその市で店を借りて営業している方

についても、予算的には僅かなものですから、もう

今回でも市外の方に164万円も支出しとるとなれば、

私は何人おるか把握しているわけじゃありませんけ

ども、希望者があれば、申請制ですから、この事業

は高田にも税金を納めておる人で、よそで営業しと

る人についても家賃補助を出すというように拡充を

してもらいたいと思いますが、市長の考え方を聞き

ます。 

 次が、４番目は、国宝富貴寺や真木大堂や熊野磨

崖仏を初めとして、市内には観光スポットがたくさ

んあります。問題は、いわゆる拝観料を徴収してい

る観光地、ここで１月から５月までの観光客の動態

というのが、資料で出されておりますけど、これを

見ましても、平均しましたら、昨年に比べてみまし

て約65％減少しているんです。増えているのは、入

場料が要らない長崎鼻です。長崎鼻については、去

年よりも14％お客さんが増えております。ありがた

いことですね。 

 それで、富貴寺、真木大堂、熊野だけじゃなくて、

まだまだ観光関係あります。例えば、真玉の黒土に

も２つのお参り所があります。こういうところにつ

いても、入場料は、拝観料は取りませんけれど、お

賽銭が入りますわね。これだけ観光客が減ったとい

うことは、そういうところについても、やっぱり収

入が減っているんです。 

 だから今回、あれだけ５億円を超える事業をやる

んだけども、そういう今、私の言うような、こうい

う観光施設については何ら予算がついていないんで

す。こういうところにも何らかの、例えば、富貴寺

にしても、真木大堂や熊野にしても、宗教団体とい

うことで、いわゆる持続化給付金は対象にならない

と思うんです。だから、何らかの方法で、そういう

ところについても支援策はないのかどうか。 

 最後、５番目は、グリーンツーリズムについてで

す。これも今、私、いろいろ勉強しておりますが、

後、再質問で問題にしますけれども、今のところで

はグリーンツーリズムは、高田で約30件あったとし

ても、予約客は全部上半期は、もう全部解約される。

今度、10月、11月を一番当てにしておったんだけど

も、そこも大体お客さんが北九州の人が多いもんだ

から、北九州の学生が多いもんですよね。これも、

完全だめでしょう。だから、いわゆる売上ゼロの状

況になっているんですけども、ホテルや旅館につい

ては1,510万円の予算を組んで、半額で１人5,000円

の補助を出すと言いながら、グリーンツーリズムの

関係については、そういう補助はないし、もう予約

打ち切られたら、なかなかお先真っ暗な状況なんで

す。 

 こういうところについても、やっぱり支援をする

というのが政治の責任じゃないかと思うんですが、

市長の見解を求めます。 

○議長（河野徳久君）  健康推進課長、清水栄二君。 

○健康推進課長（清水栄二君）  新型コロナウイル

ス対策についての内、医療・検査体制の充実につい

てお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症は、現在では、緊急事

態宣言も解除されており、県内では、４月21日以降、

新規感染者は確認されていない状況です。 

 ３月中旬の大分医療センターでの感染拡大の際は、

病床や検査についても、大変逼迫した状況でありま

したが、現在では、新型コロナウイルス感染症で入

院されている方も、６月16日現在ゼロ人となり、落

ち着いております。 

 しかしながら、今後の第２波、第３波が危惧され

ているところであり、その際の感染拡大に備えるこ

とは、大変重要であると考えております。 
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 ＰＣＲ検査は、これまも大分県では、感染を疑う

事例がある場合は、医師の判断で速やかに全ての方

のＰＣＲ検査を実施しており、濃厚接触者に対して

は、無症状の方にも確実にＰＣＲ検査を行っており

ます。 

 検査可能件数につきましても、大分県衛生環境研

究センターが、最大144件、大分市保健所が最大120

件、１日当たり合計264件の検査ができる体制を整え

ていると聞いております。 

 また、感染者を受け入れる医療機関につきまして

も、感染者指定医療機関のほか、協力医療機関の確

保を行っており、現在、258床を確保できているとの

ことです。 

 また、軽症者を受け入れるための宿泊施設の確保

も行っており、今後に向けた医療体制の整備が図ら

れているとお聞きしております。 

 このように、大分県として、新型コロナウイルス

感染症に対する感染拡大防止について取り組んでい

ただいておりますし、国においても、新聞報道等に

ありますように、ＰＣＲ検査に用いる検体の採集方

法についても、医療従事者の感染リスクの少ない唾

液による方法の追加、これは、大分県においても６

月15日より実施可能となっているようであります。

このように、検査体制の充実が図られてきているよ

うであります。 

 市といたしましては、今後も一層、県、保健所及

び関係機関との連携を図り、感染拡大防止に努めて

まいりたいと考えております。 

 今後も、感染拡大の懸念があり、予断を許さない

状況でありますが、国・県においても様々な検討を

されておりますし、全国市長会でも、新型コロナウ

イルス感染症対策に関する決議をし、国に要望を行っ

たと聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、新型コ

ロナウイルス対策についてのご質問のうち、まず、

プレミアム付きお買い物券についてお答えいたしま

す。 

 本事業につきましては、さきの臨時会におきまし

て、売り上げが減少した市内小規模事業者の売り上

げの底支えを行い、地域内経済の循環促進を図るこ

とを目的にご提案申し上げ、ご承認をいただいたと

ころでございます。 

 この事業は、豊後高田市商店街連合会が、毎年実

施しておりますお買い物引換券に２割のプレミアム

をつけて、１セット6,000円分のお買い物引換券を5,

000円で販売し、総額１億2,000万円分、２万セット

を発行するもので、プレミアム分の2,000万円と事務

費分200万円を市が補助金として支援し、来月の７月

15日から、豊後高田商工会議所及び西国東商工会で

販売を開始する予定でございます。 

 購入できますのは、市民の皆様と、市内に通勤し

ている方で、より多くの市民の皆様にご購入いただ

けるよう、お一人様４セット、２万円までと制限を

設ける予定であります。 

 市内の商店街を中心に、真玉・香々地地域の商店

も一緒になって取り組みますので、ぜひ多くの市民

の皆様にご協力をいただき、市内経済の活性化を図っ

てまいりたいと考えております。 

 なお、事業規模の拡大についてでございますが、

全国的に見ますと、新型コロナウイルスがいまだ収

束したとは言えず、積極的にお買い物してください

とお願いできる状況でもございません。 

 しかしながら、市内の多くの事業者から、売り上

げが激減しているという悲痛な声をいただきました

ことから、当面、１億2,000万円分の発行で様子を見

るという考えの下、臨時会に予算を計上したもので

ございます。 

 したがいまして、今後の売れ行きや感染の状況な

ども総合的に勘案しながら、必要あれば別途検討し

てまいりたいと考えております。 

 次に、小規模事業者の家賃助成についてお答えい

たします。 

 現時点での家賃助成の申請、交付状況等につきま

しては、お手元の資料と、先程、中尾議員にご答弁

申し上げたとおりでございますが、議員がおっしゃ

るように、市民が市外で事業をしている場合のお問

い合わせも何件かいただいております。 

 家賃助成につきましては、市内で事業を営んでい

る小規模事業者の存続を図ることが目的でありまし

て、市外で事業を営む方には、事業所が存在する自

治体の支援制度の活用をご検討いただくとともに、

現在、国におきましては、第２次補正予算において、

売り上げが大幅に減少した事業者を対象にした家賃

支援給付金が可決され、現在、手続開始に向けて準

備を進めているようでありますので、その動向を注

視していただきたいと思います。 

 この国の家賃支援給付金につきましては、申請方

法等が確定しましたら、速やかにお知らせしたいと
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考えております。 

 次に、富貴寺、真木大堂、熊野磨崖仏、その他観

光支援策についてお答えいたします。 

 新型コロナウイルスの影響は、ステイホームと呼

ばれる外出の自粛が、世界的規模で実施されたこと

から、観光関連産業、飲食業を皮切りに、全ての産

業で売り上げが急減するという、かつてない厳しい

状況となっておりまして、その対策として、無利子

融資や特別定額給付金など、国・県、そして市にお

いても様々な支援策に取り組んでいるところでござ

います。 

 本市におきまして、富貴寺、真木大堂、熊野磨崖

仏に代表される六郷満山寺院は、重要な観光スポッ

トでありますので、少しでも早く観光客が戻ってく

るように、今回、補正予算に計上させていただきま

した市独自の宿泊客への助成や、お得な温泉共通入

浴券による誘客促進を初め、国のＧｏ Ｔｏキャンペー

ンの活用や、県と連携したツアー誘致に取り組んで

まいりたいと思っております。 

 また、各施設や商店が行います感染防止対策に係

る費用の支援も、今回、補正予算に計上しておりま

す。 

 次に、グリーンツーリズムへの支援についてでご

ざいますが、井ノ口議員への議案質疑に対してお答

えしましたように、新型コロナウイルスによりＶ字

回復が困難な中、農泊、修学旅行の復活に向けて、

食と体験コンテンツの磨き上げや情報発信等を強化

するため、今回、補正予算の地域観光再生事業の中

に、関連費用を計上させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  最初、医療体制・検査体制

の拡充を国に働きかけてもらいたいということで、

県のお話を聞いて、もう働きかけんでも大丈夫とい

う、そういう答弁なんですよね。 

 それで、市長は市長会があります。県知事は県知

事会がありますが、広島県の知事など16県の知事が

集まって会議を開いて、緊急提言をしている中の第

１が医療体制・検査体制の拡充のことを言っている

んです。もう中身紹介、それを知っていますか。そ

れから見て、補正予算組んだから大丈夫と言うけれ

ども、全国医師会の意見を聞いてみても、今回決まっ

た補正予算では足らないんやと、その３倍以上ない

といかんという意見を述べているんです。 

 だから、国に働きかけるのは、市長、お金が要る

ことやないんです。何度働きかけてもいいんです。

全国国民に１人10万円給付することになったのも、

やっぱり国民の世論があったからこそなんです。国

民の世論で政治を動かさないと、国民の命は守れな

いんです。 

 だから、市長も、検査体制が本当にもう拡充して

いる立場じゃなくて、していないでしょう。高田で

は、そんなら、検体採集ができるところがどこかあ

るんですか、高田の保健所でできるんですか。別府

などでは、保健所にテントを立てて、ドライブスルー

で検体採集ができるようになっているんですけど、

高田はできないでしょう。264体、検査することになっ

たけど、検体とれない。なら、どこかに感染があっ

た時に、院内感染を防ぐために、全職員や、あるい

は入院者を一気に検査できるような態勢があるか、

ないじゃないですか。だから、あるかないかと聞い

ているんじゃないんですよ。拡充するために、国に

働きかけてもらいたい、佐々木市長の政治力を発揮

すべきじゃないんですか、どうですか。 

○議長（河野徳久君）  健康推進課長、清水栄二君。 

（○16番（大石忠昭君）  市長が答えてください。

詳しい説明は要りません、働きかけるか、働きかけ

んかでいいです。議長、議事進行。 

私も、さっきの商工観光課長のお買い物券につい

ても、長々説明されて事業の内容を、私、事業の内

容なんか聞いていないんです。拡充できないかと、

９月の議会まででも検討してみてと、ここの部分だ

けの答弁でいいんです。全部長いんです。だから、

私はここの大事な問題で全部やりたいんですけど、

質問を。 

 それで、この問題は、医療体制や検査体制をさら

に拡充して、それは第２波、３波が来ないことが一

番いいですよ。しかし、その時には間に合わんから、

早くから準備をせないかんと。ところが、佐々木市

長の場合は、そうなったらいかんから、日本一早く

お買い物支援事業をやったんだと、こう言っている

わけよね。お買い物支援事業やっただけじゃあ、片

づかないでしょうが。必要な方は早く、一日でも早

く検査をしないと、どんどん広がってしまうばっか

りになるでしょう。検査を急ぐっていうことは大事

なんですよ。だから、検査体制を拡充するというの

は、まだ今の状況では、18県の県知事の一致しとる

のは、足らないという立場を取っとるんです。今の

国の補正予算では足らないと、もっと増やしてくれ

という立場なんです。 
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 だから、それを佐々木市長が、これまで30年間の

県会議員の政治力や、これまでの３年間の市長の経

験も活かして、全国の市長会を動かすんだと、県知

事会を動かすようなことをやったら、日本一の佐々

木市長になるんです。それぐらい国に向けて働きか

けるかかけないかの答弁だけでいいんです。） 

○議長（河野徳久君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  ＰＣＲの検査や医療体制

の問題については、全国市長会、そして大分県でも

施設を拡充して取り組んでおりますし、我々も、市

長会でも積極的にこの問題については取り組んでい

きたいと思っております。 

 また、豊後高田市でＰＣＲや、そういう医療体制

の整備をしたらどうかという、18市町村全部、大分

県でやっているわけではありません。また、そんな

予算もありませんし、そこは理解をいただきたいと

思っております。 

 また、議員さんお話のありましたプレミアム商品

券、１億2,000万円じゃあ足らないと、過去には２億、

４億したこともあると、拡充したらどうかというお

話もありますが、消費税アップの時に、プレミアム

商品券を広く皆さんに普及させるということで、３

月末までに全ての人にプレミアム商品券を買ってい

ただきたいと、そういうふうで行政もしっかりと対

応しましたけれども、39.9％しか普及はできません

でした。そういう意味では、皆さんが必ずしもプレ

ミアム商品券を買うという保証もないわけでありま

す。 

 ただ一つ言えることは、家賃補助については、商

売を、商いをしている方、プレミアム商品券で経済

の底上げをする、そういう目的で１億2,000万円を対

応しております。これも、商店街の活性化のためで

あります。 

 そういう意味では、全くこのプレミアム商品券に

関係ない方もあります。買わない方は、全く関係あ

りません。そういう意味で、１億2,000万円に、全市

民に１万円を配ることで、２億3,000万円の金が消費

の底上げに回るという、そして、なお大学や予備校

等の子どもたちの保護者に対する支援を4,500万円、

約、合せると４億円近い金が商店街の活性化に回る

ということでは、広くみんなが地域を盛り上げると

いうことでは意義があるんではないかなと、こうい

うふうにも思っております。 

 もう一つは、高田におりながら、他市で商店を営

んでおると。豊後高田市においては、地域の、高田

そのものを盛り上げていただく皆さんに対して元気

にやっていただきたいということで、家賃補助等も

応援をさせていただいておるわけであります。 

 そういう意味では、他市も同じような取り組みを

やっておれば、当然、その地区でも同じような家賃

補助等をやっていただいておるものと理解いたして

おります。そういう意味では、二重になるんではな

いかなと思っております。 

 なお、国のほうでは、家賃補助について、新たに

普及するニュース等も出ておりますし、そういう意

味では、豊後高田市は、今の小さな財政規模で、６

億円以上の予算を使って、今、豊後高田市の現状を

しっかりと受け止めて、高田商店街から落伍者をつ

くらない、そして、みんなで支えていくという、こ

ういう気持ちで取り組んでおりますので、ご理解を

いただきたいと思います。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  時間が相当過ぎましたんで、

あと、グリーンツーリズムのことで、修学旅行生を

今後誘客するためにやろうとしているということは

分かりました。 

 でも、これが本年度に間に合うかという問題なん

です。それで、私は、ゆうべも研究しました結果、

グリーンツーリズムの方も、いわゆる持続化給付金

の対象になるんじゃないかなと思うんです。商工観

光課長は、その辺の認識はどうでしょうか。 

 これは、個人でもなれば、去年の売り上げこれだっ

たけども、今年は予約が全部解除されてゼロだとい

うことになれば、最高が100万円が支給されるんじゃ

ないかなと思うんです。それだけ、そういう規模の

個人事業はないかもしれませんが、最高100万円まで

ありますね。この事業の対象になると思うんですけ

れども、そういう、その辺をちょっと回答してくだ

さい。 

 それから、宇佐市では、キャンセルされたホテル

や旅館に対して、１人３分の１、素泊まりの３分の

１で、最高限度額が１人1,000円で、１つのホテルで

200万円という事業をやっています。これについても、

グリーンツーリズムを適用しています。 

 高田の場合、今度の1,510万円については、半額補

助をやると言いながら、グリーンツーリズムは入っ

ていなくて、10の施設だけでしょう。それは、もう

矛盾しとるんですよ。 

 だから、何とかしてグリーンツーリズムの皆さん

についても支援策を取ってもらいたいと思いますけ
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ども、市長、どうですか。市長に２つ聞きますから

ね。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、グリー

ンツーリズムについての再質問にお答えいたしたい

と思います。 

 まず、持続化給付金の対象になるのではないかと

いうご質問ですが、持続化給付金は、前年に対して

売り上げが、ある一定規模以上、50％以上等減って

いる、前年同月比で減れば対象になると思いますの

で、その方が事業として申請、確定申告等、事業収

入とかちゃんと申告して、証拠書類が準備できれば、

それは個人事業主として申請できるものと思います。 

 それと、宇佐がキャンセル補助をやっているとい

う問題というか、問い合わせについてでございます

が、先程市長もご答弁申し上げましたように、市そ

れぞれでいろんな、複合的に、今回、いろんな事業

を組み立てています。ですんで、宇佐は宇佐でまた

違う組み立て方をやっていますんで、豊後高田市で

は現在の組み立ての事業で対応していきたいという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  時間がありませんので、次

に行きます。 

 この熱中症対策について、ゆうべ、深夜のニュー

スで、私、知ったんですけれども、14日に大阪の集

合住宅での独り暮らしのお年寄りが熱中症が原因で

死亡したという事件が大きいニュースになっていま

した。学者が論評していました。それを聞きました

ら、やっぱり何というんですかね、高齢者について

は熱中症にかかる率が高いし、外よりもやっぱり家

の中での率が高いというお話がありました。何より

もその家については、エアコンが使われていなかっ

たそうなんです。そういう専門家が言うのは、やっ

ぱりこの熱中症対策については、エアコンや扇風機

を使うことですよと。暑いと感じたら、すぐに辛抱

せんでエアコンを使いなさいよとなっています。 

 私が聞きたいのは、今年は特にコロナの関係で、

やっぱり外出自粛をした結果、なかなかやっぱり体

が鍛えられていないから、本当に何というんですか、

汗がすぐ出るような状況にないということから、熱

中症にかかりやすい状況になっているんですよ。だ

から、それは散歩したり、いろいろ運動したりがい

りますけれども、私が言いたいのは、今年もまた猛

暑が続くんじゃないかと、その時に、ああ、エアコ

ンがないために、後で見つかったというようなこと、

痛ましい事件を豊後高田市で起こしてはならないと

思うんですよ。 

 それで、私もそういう高齢者との結びつきが多い

んですけれども、残念ながら、いまだ今の時代にも

エアコンを設置していない方が随分おられます。設

置しておっても、電気料がいるんでなかなか使い手

がないという家もあります。生活保護者についても、

ほとんどがつけていないです。そういう状況なんで

すよ。 

 私は、きょうは、やはり高齢者、生活保護の高齢

者に対して、やっぱりこれは、今夏についてはね、

コロナ対策の関係でもエアコンに対して幾分でも市

独自の補助金を出す必要があるんじゃないかと思う

んですが、どうか。 

 それから、電気料を心配しておりますので、何ら

かの形でエアコンを思い切って使いなさいと、命が

大事だろうということを、市独自のエアコンに対す

る電気料の独自助成をしてもらったらと思いますが、

市長の見解などを。もうできるか、できんかでいい

です。できないなら理由。 

○議長（河野徳久君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  今、あらゆる問題に取り

組むべきだろうと思っておりますが、限られた財源

の中で優先順位等、また、コロナで我々が想定する

以上に今の制度を活用してでも倒産者が出るんじゃ

ないかというふうな状況を危惧しております。そう

いう意味では、倒産して自殺者を出さない、そうい

うことも大事じゃないかなと。 

 また、先程、課長から話がありましたように、全

国自治体でそれぞれの個性ある取り組みをいたして

おります。そういう意味で、一部の取り組みを日本

全国でやるがごときの発言は、私は少し理解しがた

いところもあるかなと。 

 しかしながら、今、お話がありましたクーラーの、

つけても使用しない、また、つけいていない、そう

いう意味では、３密の論理からいくと、窓をあけて、

そして外気を入れるという、そういう意味では、熱

中症等にはかかりにくいのかなと、そういうふうな

生活の中で工夫をしていただくのがまず第一だろう

と、こういうにも思っておるところであります。全

てを賄うというのは、なかなか難しいと私は思って

おります。よろしくお願いいたします。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 
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○16番（大石忠昭君）  私がこのエアコン補助を全

国出してるというように私も認識していないです。

出しているところは少ないです。けど、今の豊後高

田市でこれだけコロナ対策で市独自事業を実施する

ことになりましたけど、例えば、大学生を持ってい

る親御さんに4,500万円なんですよ。予算から見ても

これすごいことですよ。市独自で4,500万円。これか

ら見ましたら、まだいまだにお金がなくてエアコン

を設置できない家というのは少ないと思うんですよ。

希望者に限って３万円でも５万円でもいいから、やっ

ぱり設置補助を、補助金を出して設置を推進すると

なれば、それもしないところはしようがないけど、

やはり一助にしてもらうような市独自の施策が要る

と思うんですよ。そういう金額的には大したことや

ない。10件あっても５万円出したとしても50万円で

済むんですよ。もうそういうことを検討する用意が

ないですか。 

○議長（河野徳久君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  議員さんのおっしゃった

ように、クーラーやそういう設置、また電気料の補

助と、全国でもあまり例がないという議員さん自ら

認めた発言でありますが、僅か数件で、わずかな金

額だと、大学に行く人には4,500万円の補助を出して、

小さなものに出さんのはおかしいじゃないかと。だ

から、大きなものを出したら小さいものまで全部拾

えという論理もおかしいのかなと。だから、生活の

工夫の中で対応していただくものと、また、大学に

行っておって仕送りやアルバイトができない、また

自殺に追い込まれるというそういう問題もあるかと

思うし、それぞれの問題があるのと、またクーラー

や電気料、水道料、こういうものになるとどこで線

引きをしていくのかという問題も起こってくるんで

はないかなと。そういう意味では、議員さんのご提

案もありますので、検討をさせていただきたいと思っ

ております。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  電気料についてもエアコン

に必要な電気料ということになれば、金額的にはわ

ずかなんですけどね、それも希望者について、やは

り助成するというぐらい、また検討してください。 

 次に行きます。昭和の町の新規事業の見直しにつ

いてであります。 

 きょう、北﨑議員からやはり佐々木市長に代わっ

て、前の永松市長時代の計画しておった事業の見直

しをして、これだけ浮いたという話をしました。答

弁がありました。というと、今度、逆のことで、私

は、中央通の安東薬局の跡地利用の問題、大分銀行

に建てる新拠点施設の問題で質問したいんです。私

自身がどうしろという、特別に市長に押し付けてい

るわけでもありませんので、参考までに。 

 私は、今回の新型コロナウイルスの影響というの

は、やっぱり豊後高田においても、日本においても、

世界においても大きなもう影響がありました。経済

の立て直しというのは大変だと、観光客を取り戻す

のは大変だなと思います。市独自で努力するだけの

問題、高田だけの問題じゃないんです、これは。全

世界的な問題ですから。インバウンドでそういう外

国人のお客さんが増えとったけど、これ完全に止まっ

てしまったでしょう。昭和の町でも、それは40万人

云々言ってきましたけど、やっぱり35％と、この資

料を見るとお客さんが減っていますから。そういう

状況を見た時に、やはり安東薬局の市長の発案どお

り、このままやるのか、大分銀行の跡地についても

やるかという問題が大きな問題なんですよ。これを

本当に家賃を出して商売で家賃を返せるような商売

が成り立つのか、観光客がそれだけあるんかという

ことなどを考えたら、市長の公約でたまたま移住者

向けの無償住宅を造りましたけど、先程議論があり

ましたけれども、まだ半分にもいかないんですよ。

去年の10月から募集を始めているでしょう。そうい

うことが起きた時に、例えば、私の記憶では、安東

薬局で7,800万円ぐらいだと思うし、大分銀行では４

億四、五千万円ぐらいの事業でしょう。それだけか

けて本当に市の商店街の活性化につながるんだろう

かというような疑問があります。それより、せめて

コロナの問題があるので、しばらく凍結をする、そ

ういう凍結の見直し、もう強行するんじゃなくて凍

結をするという方法を取ったほうがやっぱり大事じゃ

ないかと思いますが、市長の見解を求めます。 

○議長（河野徳久君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  インバウンドの期待がで

きない、お客が来ない、来ないから昭和の町の魅力

を捨ててしまう、高田の商店街の看板の、昭和の町

の看板を下ろしますか、魅力を捨てますか、高田を

存続させるのにはそれぐらいの覚悟がいると私は思っ

ております。そういう意味で、昭和の町の１号店で

ある安東薬局を解体して駐車場にするということは

考えておりません。何とか昭和の町を、これだけお

話に聞くと、犬と猫しか通らないシャッター通りを

全国であまり金をかけなくてこれだけ続いてきた。
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そして、人口も社会増になっても、人口減は続いて

おります。人口が減るとお客さんが減ります。商店

街は成り立ちません。お客さんがおらない商店街は

全くナンセンスです。そういう意味で、無駄をしな

ければいけない、未来に対する投資であるという考

え方も持っていただきたいなと、こういうふうに思っ

ております。 

 そういう意味で、あすの豊後高田市をつくってい

く、こういうことをしっかりと認識して私は取り組

んでいきたいと思っております。ご理解のほどをお

願いいたします。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  市長の考えは分かりました。

時間がありません、次に行きます。 

 あと１、２、３、４ありますので、必ず、全部終

わりたいんですよ。それで、もう簡単に答弁をお願

いします。 

 １つは、呉崎の沖から真玉の沖の新しい干拓地の

堤防を中心とした工事が、国の直轄工事でやるよう

になりました。鴛海県会議員は、各種来賓挨拶など

で自分の初仕事で初実績という形で宣伝されており

ますけど、よく調べてみましたら、これ19年間かか

るんです。私なんかは、それまで生きておらないで

す。ちょっと無理だと思います。よって、コロナ問

題などでなかなか国の直轄事業でもこういうところ

については、予算を切られるおそれがあると思うん

ですよ。19年がもっと延びるおそれもあります。や

りようによっては、早くなることもあるのでね。私

は、市長が30年間の県会議員で頑張ってこられた。

今でも３年間の市長の実績も大きく評価されており

ますんで、この政治力を発揮して国を動かすと。コ

ロナの問題があっても、19年じゃない、もっと早く

完成してくれということを、市長自らが、東京に出

張をする５回に１回ぐらいでも、農林水産省に寄っ

てどうなっちょるかというぐらい、どんどんやって

もらいたいと思うんです。やっぱり市長はすごいな

と、何か県会議員の実績みたいにいうけど、そうじゃ

ないなと、やっぱり市長が動かしたから国も早くで

きたなという形で、働いてもらいたいと思いますが、

どうでしょう。ほんの一言、国に訴えるか、訴えん

かだけでいいです。ほんの一言でいいです。 

○議長（河野徳久君）  市長、佐々木敏夫君。 

（○16番（大石忠昭君）  ほんの一言でいいですか

ら。） 

○市長（佐々木敏夫君）  西国東干拓の国の直轄で

事業採択をいただきましたが、これは私の段階から

スタートした事業じゃありません。永松市長の時代

から長い年月の取り組みの結果が今日の事業採択で

あります。そして今、新たに設けておる事務所を増

設をして職員の増員を図る予定になっております。 

 今現在の進捗状況は、今まで19年の予定よりも速

いピッチで予算を投入していただいております。農

政局・国のほうにもしっかりとお願いして、１年で

も早くするための対策を組んでおるという話をいた

だいておりますので、心配をしなくても議員さんの

思いの方向に頑張っていきたいと思っております。

よろしくお願いします。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  次は、今度は、干拓地及び

背後地の排水対策の問題ですけれども、干拓地の中

には３カ所排水機施設がありますが、桂区と中新開

と北沖とあるんですけれども、その３カ所の中、も

う干拓地については働きかけずということでいいん

ですけれども、背後地の中新開や北沖の機械につい

ても自動化を早くしないと、100年の豪雨の時には機

械が故障してストップするという形であの周辺が浸

かった、ネギ畑が冠水した例もありますんで。非常

にやっぱり呉崎の住民にとっては心配なんで、これ

は国の直轄事業でありませんので、県に対しても、

国に対しても市長自身が働きかけて、やっぱり何と

かしないといかんと、それは１年ですぐできること

やないけれども、これ強力に市長として働きかけて

もらいたいと思いますが、どうですか。 

 もう１つは、呉崎のＡ－５号線、あるいは釣具屋

のところから向かって、やはり一番早く改良工事や

られた大きな道路なんですけれども、両端の排水溝

が整備されていないために、やっぱり生活環境から

見ても問題だし、豪雨の時には入津原や、それから

焼野、草地地区の水なども呉崎に流れ込んで、あの

国道213号筋は床下浸水の被害が出るような状況に

なっておりますので、そういう問題を片づけるため

にも、このＡ－５号線についての両端の用水路の整

備、これ県の事業として実施をしてもらいたいと思

いますが、見解を求めます。ぜひ、これは県に働き

かけて、強力に働きかけて実施をしてもらいたいと

いうことです。 

 今までどうやったかとかいりませんよ。時間がな

いから、働きかけるか、働きかけないかだけでいい

ですよ。 

○議長（河野徳久君）  しばらく休憩します。 
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午後２時50分 休憩 

午後２時51分 再開 

○議長（河野徳久君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  第１の干拓地の３カ所の

排水樋門、排水機場については、直轄の排水樋門や

排水機場の整備は、現在設計を行うため、地元住民

や土地改良区と協議を行っている最中であります。

引き続き早期完成に向けて鋭意努力いたします。 

 干拓地内の排水路及び背後地の排水樋門、排水機

場について、干拓地内の排水路や背後地の排水機場

及び樋門は、県営事業の整備を県に強く要望した結

果、直轄事業による排水樋門、排水機場の整備が最

大限に活用されるような水路の整備と樋門等につい

て、修繕計画に基づいて長寿命化を図っていくとい

うことで、県から積極的にやるという方向をいただ

いております。 

 また、その遊水池の拡大や樋門改修、直轄事業と

の関連がありますので、計画的な採択を国に要望し

てまいりたいと思っております。 

 また、市営市道呉崎Ａ－５号線沿いの水路につい

てでありますが、呉崎Ａ－５号線沿いの水路は、用

地の提供がいただけなかったため未整備となってお

ります。過去にこの整備計画があった時にそういう

いきさつで断念したという、そういう意味で、地元

の皆さん方の要望と、また、県との調整を図りなが

ら、完全補助事業での実施に向けて県に強く要望し

てまいりたいと思っております。事業実施が可能に

なれば、水路設置、その他の用地の提供にご協力を

お願い申し上げたいと思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  市長の政治力を発揮しても

らって、もう長年の懸案事項ですので、やはり１年

でも早く着工できるように努力をお願いして、次に

いきます。 

 あと時間が少なくなりましたけど、答弁を皆して

いただきたいんですよ。 

 ごみ出し支援の問題、これ全国的な課題なんです

けど、一人暮らしの方、障がい者の方など、集積場

まで自分でごみ出せないという方がいるので、何ら

かの方法で、行政としてこのごみ出し支援策をやれ

ないか。 

 それから、市長の、これは私どもも勉強不足で私

も反省しております。市長の力は、すごいなと思っ

たのが、やはり永松市長時代に毎年6,000万円、7,0

00万円という修理費を、ある特定の業者に支払って

きたという問題。これを市長に代わったら1,000万円

や2,000万円で済んでる、去年もゼロと、今年もゼロ

でいけるというのはすごいことだと思うんです。そ

んな私は知識がなかったです。それで浮いたお金が、

年間7,000万円近くあるわけやから、その一部を市民

に恩返しすれば、もう佐々木市長はすごいなという

ことで、ごみ処理のごみ有料袋を、指定袋を売って

います。これで今、市長、知っていますか、豊後高

田市で、毎年2,000万円以上のもうけを上げているん

ですよ。2,000万円以上もうけを上げて、ゼロで済む

のを6,000万、7,000万と業者に払ってきたわけ。こ

れが永松市長時代の実態なんですよ。だから、あな

たはこれを問題にしてゼロにしたんだから、その一

部を、ごみ袋を今、10枚が350円、250円、150円で売っ

ていますけど。これを無料化するという方法は取れ

ないのか。 

 以上です。もうこれも短い答弁でいいですから、

検討するかどうか、検討でいいです。検討するかど

うか答えてください。それでいいです。検討するか

しないか。検討するかしないかでいいです、２つと

も時間がないから。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

（○16番（大石忠昭君）  議長、長かったら止めて

くださいよ。検討するかどうかですよ。） 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、高齢者

等のごみ出し問題についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 この問題につきましては、国においても新たに特

別交付税の項目として、高齢者世帯に対するごみ出

し支援が創設されるなど、全国的にも広がりを見せ

る大変重要な課題であるというふうに認識をいたし

ております。 

 しかしながら、このような問題が解決するに当たっ

ては、いわゆる地域共生社会で求められる地域の共

助で支え合えるのか、また、公助として新たな行政

サービスの中で対応すべきものであるか、早急に結

論を出すことはなかなか難しい案件であるというふ

うに思っております。 

 そうしたことからも、他の自治体の事例なども調

査し、引き続き問題の解決に向けた方向の検討をし

てまいりたいというふうに考えておりますので、ご

理解をお願いいたします。 
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○議長（河野徳久君）  環境課長、阿部幸喜君。 

○環境課長（阿部幸喜君）  それでは、ごみ出し支

援事業のごみ袋の無料配布に係るご質問にお答えい

たします。 

 指定ごみ袋の対価はごみ処理手数料として収納さ

れ、ごみ処理に係る経費に充当されます。ごみ処理

手数料は、消費税率の改定時におきましても額を据

え置いていること、また、引き続きごみの減量化の

意識を持ち続けていただきたいことから、ごみ袋の

無料配布は考えておりません。何とぞご理解くださ

いますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  あと、ごみの問題をそれ重

複することができませんので、これも市長に、再度、

まだ任期がありますから、次も立候補するというこ

とですので、もう何とかこの、せっかく浮いたお金

は市民のために使うということで、市民の負担を軽

減するためにもうごみ袋の無料化、それから小さい

袋を新たにつくることなども検討するように要求し

て、次に行きます。 

 次は、長期の小中学校の休校によりまして、やっ

ぱり子どもたちが新型コロナのために不安やストレ

スを抱えております。これをどうやって守っていく

かというのが私たちの責任なんです。だから、子ど

も一人一人を大切にする教育、子どもの実態から出

発した柔軟な教育が必要だということで２つの提言

をしているんですけれども、時間がありませんから

読み上げませんけれども、皆さんに配ったとおりで、

このことについて、やっぱり、まず全国的には教員

も10万人増やすと。ただ、学校指導要綱をそのまま

じゃなくて、これを弾力化して、やはり現場の声を

大事にすると、教職員の自主的な活動を尊重すると

いう立場で、やっぱり河野教育長が高田ですごいな

というぐらい、国を動かすようなそういう働きかけ

をしてもらいたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（河野徳久君）  教育長、河野 潔君。 

○教育長（河野 潔君）  大石議員の学校再開に当

たってのご提言の２点につきましては、私も極めて

重要な課題だと考えておるところであります。 

 確かに、今回のコロナウイルス対策の中で、教職

員の増員、また、職員のスタッフも増えましたけれ

ども、これが日常的にこれからなるように県教委、

文科省、また関係機関に働きかけをしていきたいと

そう思っておるところでありますから、何とぞよろ

しくお願いいたします。 

（○16番（大石忠昭君）  教育長、ありがとうござ

いました。終わります。） 

○議長（河野徳久君） これにて、一般質問を終結

いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 あすから６月24日まで休会し、各委員会において

付託案件の審査をお願いいたします。次の本会議は、

６月25日午前10時に再開し、各委員長の報告を求め、

委員長報告対する質疑、討論、採決を行います。 

 なお、討論の通告は、６月23日午後５時までに提

出願います。 

 本日はこれにて散会いたします。どうもありがと

うございました。 

午後３時１分 散会 
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